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※図示　・　

０５県住入間霞川団地地盤改良工事

　　　公共住宅建設工事共通仕様書（令和元年度版。以下、「共通仕様書」という。）による。

０５県住入間霞川団地地盤改良工事

20xx.xx.xx

　　図面と相違する場合は、（※図面　・公共住宅標準詳細図集）を優先する。
※埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等

　　・パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応
　　　により行うものとする。

　　・パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣまたはガスクロマトグラフ法

（１）質問回答書、本特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、全て埼玉県建築工事特別共通仕様書及び

Ⅱ　建築工事仕様

　　　いずれかを用いて採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）

　　・ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出法によって採取し、

六価クロム溶出試験　・行う　・行わない

(表3.2.1)

　品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。
・Ｄ種　適用場所（　　　　）
・Ｃ種　適用場所（　　　　）土質（　　　　）受渡場所（　　　　）

・Ａ種　適用場所（　　　　）
１ 埋戻し及び盛土

(3.2.3)
埋戻し及び盛土の種別

土
工
事

３

※CD-R又はDVD-R、１部

完成写真

工事写真

適用する要領等

提出部数及び媒体

適用する要領等
提出する計画書の種類

・提出不要

提出部数及びサイズ施工計画書

提出する図の種類

完成図等の種類及び内容

施工図

製本

電子化媒体

提出部数及びサイズ

ＣＡＤデータの形式
提出部数及び媒体

・提出不要　　・　
提出部数及びサイズ

　　測定方法

　③ホルムアルデヒドの測定方法
　②検体の採取方法　・吸引方式(アクティブ法)　・拡散方式(パッシブ法)

22 予備材料

監督員の指示により提出する。
別表第１に示す書類
その他、埼玉県建築工事監督要綱

施工者、材料メーカーの３者連名とする。

材料及び数量　※監督員の指示による　・図示による　・　

下請契約の契約数及び契約金額の総計を、全体及び埼玉県内に分け、提出する。24 その他

20 化学物質の濃度測定

23 施設CADデータの更新

21 完成図等

19 騒音・振動測定

施設ＣＡＤデータの更新を行う。

次の材料を予備材料として工事完成時に納入する。

２）測 定 室　１）の各住戸につき２室（延べ　　　室）以上

報告書　　　　　※２部　　・（　　部）
測定時期　　　　※工事完了後　・（　　　　　　）

１）対象住戸　全住戸の１割以上かつ２以上の住戸（　　戸以上）

※CD-R又はDVD-R、１部

通常取扱いに注意を要するものについては、その使用方法を解説した
マニュアルを作成し、施設を管理することとなる者へ引き渡すこと

保証書

防水工事の保証は建物引き渡し日から10年間とし、保証書は請負者、

提出工事

提出部数

・防水工事以外の工事（　　　　　　　　）
　（※屋上防水　・外壁防水　・金属屋根）
・防水工事
・　
※各１部（防水工事は各２部）

※２部　・（　　）部
資料
保全に関する 提出部数

・（　　　　　　　　　）まで
・令和　　年　　月　　日まで

フィルム原版は、撮影業者の保管とする

・カラー全紙パネル（外部全景）、（　部）

　（写真の大きさはｶﾗｰｷｬﾋﾞﾈ版とし、
　　写真帳の大きさは監督員の指示による）

ﾊﾟﾈﾙ入り完成写真及び
比較できるように撮影すること

ｶﾗｰｽﾗｲﾄﾞの提出時期
フィルムの保管

監督員と協議の上、着工時と完成時の状況を撮影の時期

撮影箇所

撮影者

提出部数及び媒体

　　　　・集会室各室　・　　　　　　　）
※内部（※共用部　※各タイプ別住戸各室
　　　　・　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　・正面　・集会室　・自転車置場
※外部（※南面　※北面　※東面　※西面

・埼玉県建築工事写真作成要領別表４による

監督員の承諾を受けること
建築完成写真撮影の実績のある業者とし、

　建築・設備工事電子納品写真作成要領
※埼玉県電子納品運用ガイドライン及び
※埼玉県建築工事写真作成要領

　建築・設備工事電子納品写真作成要領
※埼玉県電子納品運用ガイドライン及び
※埼玉県建築工事写真作成要領

※構造躯体　・　　　　　・　

※総合、工種別とも　・　
※ファイル等、１部　・　

{1.6.1～6}

(表1.7.1)
(1.7.1～3)

完成図（監督員が指定した設計図書に完成時の状態を表現したもの）
※CD-R又はDVD-R、１部　・　

※二つ折り製本（Ａ１版）、１部

ＣＡＤデータのバージョンについては監督員と協議する。
埼玉県建築工事図面情報電子化媒体作成要領による。

※ＳＸＦ（ｓｆｃ）　・ ＤＸＦ　・　

※二つ折り製本（A1版及びA3版）、各１部

　①採取及び分析は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者が行う。

 ③ 業務報告書

 ② 振動測定（振動加速度レベル３地点、振動レベル１地点）

 ① 計画準備及び資料収集

測定期間　　※工事期間中　・（　　　　　から　　　　　まで）

測定対象室　
　　　した分析法による。

　　・固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法の３種の方法の

　　　うち採取機器に適応した分析法による。
　　　（以下ＧＣ）あるいはＡＨＭＴ－吸光光度法（以下ＡＨＭＴ－Ａｂｓ）の

　　　高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行うものとする。

測定方法
240μｇ／ｍ３（0.04ppm）以下
220μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下
3,800μｇ／ｍ３（0.88ppm）以下
200μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下
260μｇ／ｍ３（0.07ppm）以下
100μｇ／ｍ３（0.08ppm）以下

　　 備考　　　　　　判定基準　　　対象化学物質

パラジクロロベンゼン

ホルムアルデヒト ※厚生労働省
が定める指針
値，量単位の
換算は２５℃

トルエン
キシレン
エチルベンゼン
スチレン

(1.5.9)

騒音測定　　※行う　・行わない
振動測定　　※行う（・建物への被害を考慮した振動測定を行う）　・行わない

大型表示板　※設置する（表示内容：※音及び振動　・　　　　）　・設置しない

　　建物への被害を考慮した振動測定の結果に基づき周辺建物に対する影響度等の
　　考察を行う。報告書はＡ４とし、状況写真を添付のうえ１部提出する。

　　測定の場所については監督員の指示による。
　　測定の実施時期は、工事の工程等を考慮し、監督員と協議するものとする。

　　工事施工条件・地盤条件及び周辺状況等、調査に必要な資料の収集整理を行い、
　　振動及び地盤変状の影響について概略的な予測を行う。

建物への被害を考慮した振動測定の方法

　④トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンの

調査対象家屋　※図示の範囲（　件）　・　件
すること。

損傷個所の測定、写真撮影、スケッチ、調査図等の作成を行い、資料を２部提出
調査内容について当該関係者の承諾を受けること。

調査は専門業者が行い、調査に当たっては当該関係者の立会いを求めるとともに、
地盤変動影響調査算定要領により、周辺家屋の事前、事後調査を行う。18 家屋調査

・　

　　　　　以下を表示する。
表示内容　埼玉県建築工事特別共通仕様書1.1.12及び共通仕様書2.3.1によるほか、

※工事工程（１週間の日付、工事の内容、その他）

墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」

「手すり先行工法に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」に基づく足場の設置に当たっては、同ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

設置位置　※監督員の指示による。　・図示　
{1.1.12}(2.3.1)

２ 現場表示板

(厚生労働省 平成30年6月22日)による。

１ 足場等
の別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における、2の(2)

 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。

(2.2.4)
手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　　　　　　　・　

位　置　　　　※工事監理事務所と別　・工事監理事務所と同室

規　模　　　　（　　　　㎡）
位　置　　　　※監督員事務所と別　・監督員事務所と同室 

備　品　　　　以下の備品を設置する。（　　名分程度）

・ｽｷｬﾅｰ　・ﾌﾟﾘﾝﾀｰ　・発注図(A3製本)　・　
・湯沸器　・掃除用具　・電話機　・FAX　・電子ﾒｰﾙ通信機器
・軍手　・衣類ﾛｯｶｰ　・冷暖房機器　・冷蔵庫　・消火器　・茶器
・長靴　・雨合羽　・保護帽　・懐中電灯　・墜落制止用器具　
・机　・椅子　・書棚　・黒板　・製図板等　・掛時計　・寒暖計

工事監理事務所　※設ける　・設けない

収容可能人数　・10名程度　※20名程度　・30名程度

負担とする。
電気、ガス、水道及び加入電話の付属電話機の使用並びに便所の清掃等は、請負者の 

打ち合わせ室　　※設ける　・設けない

※図示　・　

７ 仮囲い

６ 工事用搬入路

５ 工事用電力

４ 工事用水

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

監督員事務所　　※設ける　・設けない（・備品のみ用意する）

規　模　　　　（　　　　㎡）
位　置　　　　・既存建物内の一部を使用　・構内に新設　 及び工事監理事務所

３ 監督員事務所

(2.3.1)※公共住宅標準詳細設計図集（公共住宅事業者等連絡協議会編集　第４版） １ 適用基準等

一
般
共
通
事
項

１

・「３．工事種目」のうち＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の工事範囲は下表のとおりとする。

24　その他

　　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

　　施設整備等工事
　　植栽、屋上緑化、その他
23

22　舗装工事

20　ユニット及びその他の工事

19　内装工事

18　塗装工事

17　カーテンウォール工事

16　建具工事

15　左官工事

14　金属工事

13　屋根及びとい工事

12　木工事

11　タイル工事

10　石　工　事

９　防水工事

８　　・押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事
　　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ

７　鉄骨工事

６　コンクリートエ事

５　鉄筋工事

４　地業工事

３　土工事

２　仮設工事

５．工事範囲

現場施工期間

現場代理人の現場への常駐を要しない期間　

主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間

共通仮設費率の算定に用いる工期

契約工期４．工　　期

２．敷地面積

１．工事場所 

Ⅰ　工事概要

特記仕様書

３．工事種目
（建物概要）

工 事 名

図面No.

図面名称

工事名称

Ver.

日付担当主査主幹副課長課長

都市整備部営繕課

彩の国　　 埼玉県

特　　記　　事　　項項　　目章

現場施工に着手するまで

　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す。

５）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

７）注は共通仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。

　　・ 印と ※ 印が付いた場合は、共に適用する。・ 印と ※ 印の場合は、・ 印のみを適用する。

２）項目に記載の｛　．．｝内の表示番号は、埼玉県建築工事特別共通仕様書の当該項目、当該図表を示す。

４）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。

３）項目に記載の（　．．）内の表示番号は、共通仕様書の当該項目、当該図表を示す。

　  　それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について監督員と協議すること。

（２）共通仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、

１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（３）特記仕様書の表記

  　「埼玉県グリーン調達・環境配慮契約推進方針（最新版）」による特定調達品目のうち、「判断の基準」を

　　満たす環境物品等（以下「特定調達物品等」という）を選択するよう努めるものとする。

　　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。

なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、
適用する基準等を決定する。

※請負業者賠償責任保険等　　・　

・　

・ALCﾊﾟﾈﾙ工事作業

９ 施工条件

７ 電気保安技術者

８ 技能士の活用

６ 施工中の安全確保

４ 工事実績情報の登録

５ 別契約の関連工事

　指定期間（　　　　　　　　）
　年末年始6日間、夏季休暇3日間、工場製作のみの期間、工事全体の一時中止期間
・以下の期間を除いた現場閉所日数の割合が28.5%(8日/28日)以上であること
　ただし、監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。
※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外とする。

工事実績情報サービス（CORINS）への登録を行う。

(1.3.7)

施工日及び施工時間
(1.3.5)

・

{1.3.3}(1.5.2)

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上作業
・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業　・壁装作業　・保温保冷工事作業

・建築塗装作業　・木工塗装作業

・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業　・ｶﾞﾗｽ工事作業　・自動ﾄﾞｱ施工作業

・ｶﾞﾗｽ工事作業
・金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業　・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

・鋼製下地工事作業　・内外装板金作業　

・FRP防水工事作業
・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業
・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業
・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業
・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

その他
・造園工事作業植栽工事

舗装工事
・建築配管作業排水工事

内装工事
塗装工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事
建具工事

・左官作業左官工事
金属工事
屋根及びとい工事
木工事 ・大工工事作業

・タイル張り作業
・石張り作業

タイル工事
石工事

防水工事
押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業   ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ
鉄骨工事
コンクリート工事

・鉄筋組立作業
・とび作業

鉄筋工事
仮設工事

                       技能検定作業     適用工事種別

{1.3.1}(1.3.3)

(1.1.7)
※監督員指定の別契約工事を今回工事全体としてとらえ、主導的に調整する。
・監督員指定の別契約工事が行う全体調整に全面的に協力する。

{1.1.8}(1.1.4)

・　
※工事完成期日後１４日を含む期間

※建設工事保険等 (工事目的物及び工事材料等を対象とするもの)
 (工事に従事する者(全ての下請負人を含む)の業務上の負傷等を対象とするもの)※法定外の労災保険

保険の期間

保険の種類２ 火災保険等
{1.1.3}

電気保安技術者を配置する。

本工事の受注者を、作業が同一の場所において行われることによって生じる労働災害
を防止するために必要な措置を講ずべき者（統括安全衛生管理義務者）とする。

・型枠工事作業　・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業
・構造物鉄工作業　・とび作業

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業　・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

・内外装板金作業　

2023-1

A-002

用途地域：第１種中高層住居地域

２，７５８．２３㎡

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

　－　

　－　

　－　

ただし、仮設工事等は施設との協議による

　　　　　準住居地域

0

・Ｂ種　適用場所（　　　　　　）基礎、外構

・写真帳、（１部）

・写真帳、（１部）

３

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

戸

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

戸

㎡㎡

　合　計

㎡㎡

１ 延べ面積

２ 延べ面積

【共同住宅】

住戸数

延べ面積

【集会所】

延べ面積

【ゴミ置場】

延べ面積

【自転車置場】

【倉庫】

延べ面積 ㎡㎡

56戸

18.00㎡

30.02㎡

　合　　計

2553.05㎡

62.95㎡

27.07㎡

2691.09㎡

62.95㎡

27.07㎡

30.02㎡

㎡

㎡

㎡

６）本工事において、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（最新版）」及び、

風圧力　　風速（Vo=　　m/s）、地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

13 発生材の処理等

12 施工中の環境保全等

11 設計ＧＬ

17 材料の品質等

16 環境への配慮

15 特別な材料の工法

14 県産品の使用

10 適用区分

製造業者等が指定されている場合に同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督員
の承諾を受ける。

　材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上のものを使用する。ただし、

　　ためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」（林野庁　平成18年2月15日）に準拠した証明書等を、監督員に
　　提出する。

　　判断の基準に従い、あらかじめ、「木材･木材製品の合法性、持続可能性の証明の
注　製材等、ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ又は再生木質ﾎﾞｰﾄﾞを使用する場合は、ｸﾞﾘｰﾝ購入法の基本方針の

を提出して監督員の承諾を受ける。
証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面
　材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この

⑥　販売、保守等の営業体制が整えられていること
⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること
④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること
③　安定的な供給が可能であること
②　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること
①　品質及び性能に関する試験データが整備されていること

(1.4.2)

　　使用したものとする。
　　ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散が極めて少ない材料を
④　①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、
　　難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
③　接着剤は、可塑剤（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ等を含有しない
②　接着剤及び塗料はﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ及びｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝの含有量が少ない材料を使用する。
　　設計図書に規定する「ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」の区分に応じた材料を使用する。
　　仕上塗材は、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散が極めて少ない材料で、
　　その他の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、
①　合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、

共に、次の①から④を満たすものとする。
建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると

{1.4.3}(1.4.1)

共通仕様書に記載されていない特別な材料の使用は監督職員と協議し、その工法は、
当該製品の指定工法とする。    

内に本店を有する者の中から選定するよう努めるとともに、調達する工事材料は、
受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は埼玉県

埼玉県産とするよう努める。
{1.4.2}

作成し、監督員に各１部提出する。
　工事完成後速やかに「再生資源利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」を
総合施工計画書に含め各１部提出する。
　工事着手時に「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を作成し、

積雪荷重　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

※無し（全て構外搬出適正処理）　・有り（※図示　・　　　　　　　　　　　）

・図示による
施工日及び施工時間以外の施工条件

※図示　・設計ＧＬ＝現状ＧＬ　・ベンチマーク位置　図示

建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。
(1.3.10)

引渡しを要するもの

再生資源利用計画書等の作成

　　　法令等により適切に処理し監督員に報告する。
　　　リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」その他関係
　　　関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下「建設
　 c) 引き渡しを要しないものは、全て構外に搬出し、「資源の有効な利用の促進に

{1.1.13}(1.3.11)

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　　　に報告する。
　 b) 引き渡しを要するものは、指示された場所に整理のうえ、調書を添えて監督員
注 a) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。

32
24

・公告に別に添付する＜埼玉県営繕工事における「週休２日制モデル工事」特記
　仕様書＞も参照のこと

榎本 小野寺

２

仮
設
工
事

１５
仕上げ　　　　・床はﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ貼り程度、内壁･天井は石膏ﾎﾞｰﾄﾞの上EP塗程度。

埼玉県入間市高倉４丁目地内

現場施工に着手するまで

岡田

【当該工事】 【別途工事】

　戸 56戸

㎡ 2553.05㎡

18.00㎡㎡

2691.09㎡㎡

※「３．工事種目」のうち【当該工事】の建築工事の全てを工事範囲とする。

　－　

　－　

　－　

　－　

　－　

　－　

　－　

　－　

　－　

　－　

　－　

　－　

　－　

　－　

　－　

　－　

　－　

21　排水工事

３ 住宅瑕疵担保履行法に
   よる資力確保措置

住宅建設瑕疵担保責任保険契約を締結し、引渡し前に付保証明書を提出する。
・住宅建設瑕疵担保責任保険契約を本体工事請負業者と連名契約を締結させる事。
　なお、費用は建築工事で負担する。

２ 建設発生土の処理
(3.2.5)

・場外搬出適切処理（搬出場所：㈱加藤建設工業 武蔵ﾌﾟﾗﾝﾄ 日高市上鹿山795-3
第1～3種建設発生土）

※発生土の内、別途工事にて行う埋戻しに必要な土量を敷地内に仮置きする。

・構内指示の場所にたい積
・構内指示の場所に敷き均し
・ＵＣＲの受入れに必要な土質調査を実施する。また、この調査による資料は他工区
　の工事へも利用する。
※別途工事にて行う埋戻しに必要な土量以外の発生土は場外搬出処理とする。

鋼矢板等の抜き跡の処理　※直ちに砂で充てんする。　・　
(3.3.3)

３ 山留めの撤去
山留めの存置　　　　　　※行わない　・行う（存置範囲　※図示　・　　　　　　）

６

コ
ン
ク
リー

ト

工
事

　出隅及び入隅のﾊﾟﾈﾙ接合目地の目地幅（mm）　※15　　・　
　　　　　　　　　　　　　短辺　　　　　　※15　　・　

　パネル相互の目地幅（mm）　長辺　　　　　　※8 　　・　

  切断後のパネルの残り部分の幅  開口の大きさ

 ・図示　　　・　
 ・図示　　　・　
 ・図示　　　・　
 ・図示　　　・　

 ・図示　　・　
 ・図示　　・　

 ・図示　　・　
 ・図示　　・　 短辺

 長辺
 短辺
 長辺欠く場合

パネルを切り
を設ける場合
パネルに開口

を考慮した強度を確認の上、施工計画書を提出する。
やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分

 工法の種別   備考  形状４ 押出成形セメント板 幅(mm) 厚さ(mm)パネルの種類

 ・Ｃ種
 ・Ｂ種

 ・Ｂ種
 ・Ａ種

　建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1・1.15・1.3)倍の風圧力に対応した工法
外壁パネルの工法

・F（ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）
・D（ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）
・T（ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）

・間仕切壁ﾊﾟﾈﾙ

・外壁パネル

 600

 600

 60
・50・60

・50・60・　

・50・60・　
 60
・50・60

・T（ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）
・D（ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）
・F（ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）

(8.5.2～5)
　 （ＥＣＰ）

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

 有( 1 )時間

・150

・150

・3530
・2350
・　
・980

・1960
・1180

  構法の種別

・  間仕切壁
　パネル

 表面 耐火性能  幅 長さ 厚さ 単位荷重

 備考化粧の有無
 ﾓｼﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

（mm）
正味厚さ

  高さ  長さ

 (N/㎡)  (mm)  (mm)  (mm)  加工(8.4.2～5)

(8.3.2～7)

　外壁、間仕切壁パネルの伸縮目地への耐火目地材の充填　・適用する　・適用しない
　パネルと他部材との取合い部の目地幅（mm）　・10～20　　・　
　パネル短辺小口相互の接合部、外壁、間仕切壁パネルの出隅及び入隅パネル接合部、
　パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合　・　
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1・1.15・1.3）倍の風圧力に対応した工法
外壁・屋根パネルの工法
パネルの相互の接合部に充填する耐火目地材（　　　　　　　　　　　　　　　）

・有(1)時間

 有(　 )時間

・屋根パネル

・100

・100
・
・100
・
・100

・C種・D種・E種

・Ａ種・Ｂ種

 有(0.5)時間
 Ｆ種 平

・平
・意匠

・意匠
・平

・無

・床パネル

・外壁パネル

パネルの区分３ ＡＬＣパネル

　充填するブロックの範囲　・図示　・　
　各部の配筋　※図示　　・　
　壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　※図示　・　
　塀の厚さ　・　

(表8.3.1)以外
の適用箇所

・無 ・有
・無 ・有
・無 ・有

・型枠状ブロック 20
・空洞ブロックC(16)
による区分
断面形状及び圧縮強さ

・

ブロックの種類
　 帳壁及び塀
２ コンクリートブロック

(8.2.2～8)
１ 補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造

  高さ
 化粧の有無  適用箇所  備考

 ﾓｼﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)
（mm）
正味厚さ

  長さ

 ・無　・有
 ・無　・有

による区分
※空洞ブロックC(16)

　充填するブロックの範囲　・図示　・　
　各部の配筋　※図示　　・　
　モルタルの調合(容積比)　・セメント(　　)：砂(　　)

断面形状及び圧縮強さ

・

ブロックの種類８

鉄
骨
工
事

７ 特記仕様書（構造関係）による。

鉄
筋
工
事

５

地
業
工
事

４

※仮設山留の設置位置は監督員との協議による
※仮設山留は、工事完了後に本体工事に引き継ぐものとする。

磐城 大橋

特記仕様書（１）

　の指示による。

仕様　※図示　　

（ﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗとし、現場事務所及び発注者も閲覧できるように整備する。）
監視カメラを設ける。10 監視カメラ

９ 快適トイレ

※必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。　・図示８ 交通誘導員

※仮囲部材の一部にポリカートネート等の透明部材を用いることとし、位置は監督員

　なお、仮囲い、ゲート及び敷鉄板は、工事完了後に本体工事へ引き継ぐものとする。

鉄筋コンクリート造　７階建て

地盤改良（共同住宅本体の地盤改良のみ）

令和8年 7月 6日から令和 8年10月14日まで

令和8年 7月 6日から令和 8年10月14日まで

契 　　約  　日から令和 8年10月14日まで



仮設電力の電気料金

仮設上下水・ガスの使用料金

本設電源受電後引渡しまでの使用料金

電気・水道・下水・ガス引き込み負担金

本設水道・下水・ガスの引渡しまでの使用料金

流し台、ガステーブル

衛
　
生
 
・
 
換
　
気

外
　
構

別
　
途

項目 工　事　項　目 備　　　考

衛
　
生
 
・
 
換
　
気

外
　
構

別
　
途

項目 工　事　項　目 備　　　考

衛
　
生
 
・
 
換
　
気

外
　
構

別
　
途

項目 工　事　項　目 備　　　考

衛
　
生
 
・
 
換
　
気

外
　
構

別
　
途

項目 工　事　項　目 備　　　考

電
　
気（

昇
降
機
含）

電
　
気（

昇
降
機
含）

電
　
気（

昇
降
機
含）

電
　
気（

昇
降
機
含）

ガスコンロは別途

台
　
所
　
・
　
浴
　
室
　
・
　
洗
　
面
　
・
　
湯
　
沸
　
し
　
室
　
床
　
排
　
水

工事区分表 ○印の部分を適用し、複数に○のある場合、設計図書による

特記事項 製作年月日 工事名称 図面番号埼玉県都市整備部営繕課 設    計
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

図面名称縮      尺

(A3版　50％縮小)

担　　当

製　　図

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（8）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第389790号   古　川　　陽　一
■一級建築士大臣登録第300243号   嶋　田　　圭　一 - A-007工事区分表

屋外設備（グレーチング

を含む但しアンカーボルトを除く）

アンカーボルト箱入れ、埋め込み 設置のみ建築

太陽光パネル取付用コンクリート基礎 本体パネル・架台を除く

建物外部周囲足場

内部足場

養生・整理清掃・後片付け

産廃集積・運搬・処分

消火水槽基礎

梁貫通

スリーブ

床・壁

スリーブ

補強

補強

設備スリーブ

取付け

設備スリーブ

取付け

梁・壁・床貫通部穴埋め

地中梁連通管及び通気管

天井内換気口・床内換気口

消火設備型枠取付

クーラースリーブは建築

２４時間給気口は衛生設備

蓄電池基礎

避雷針基礎

外灯基礎

貫通の型枠

床・壁

電気マンホール

補強

工場製作間仕切の孔あけ

取付枠及び補強

現場製作間仕切・床の孔あけ取付

天井付各種機器の墨だし孔あけ

機器取付

同上開口補強

外壁ガラリ

点検口（天井、壁、床）

ドアガラリ

吸込み、吹出しグリル（既製品）

内
 
部
 
間
 
仕
 
切
 貫
 通

ガ
　
ラ
　
リ
　
・
　
点
　
検
　
口

雨水マンホール

汚水マンホール

化粧マンホール及び仕上げ

土中躯体貫通部の防水処理

換気扇枠 換気扇は衛生設備

機
　
器
　
の
　
基
　
礎

一
　
般
　
事
　
項

躯
　
体
　
貫
　
通

マ
　
ン
　
ホ
　ー

　
ル

レンジフードファン

同上接続配管工事

ユニットバス

洗面ユニット

浴室側溝・蓋・集毛装置

給湯器・排気筒

同上接続配管工事

同上リモコンの配管

同上リモコンの配線

排水金物

洗濯機パン

同上接続配管工事

衛生機器ライニング腰壁工事

同上補強

上記各器具の電気の連結接続

便器

ルーフドレインは建築

流し台、ガステーブル
キャップ

浴槽・フタ・鏡含む

鏡含む

紙巻器

畳

タオル掛け

手摺

スタイロフォーム

下がり壁（下地とも）

カーテンレール（下地とも）

ドアチェック

戸当り

なみだ目

機器附属の制御盤以降の配管配線

機器附属の制御盤への電源供給

配管配線

動力盤への電力供給

接地とも

接地とも

動力盤及び２次側の配管配線

換気扇天井扇の手動発停

配管配線工事

衛生工事
自動制御盤から動力盤への配管配線

ピラーボックス又はパットマウント用

基礎・ハンドホール

集合住宅用変圧器(PMT)

は電力会社工事

パネル工事の場合には

建築工事

同上地盤改良

ポンプ自動制御盤は

内
　
装

間仕切壁のスイッチボックス、電線管

ＣＡＴＶ引込工事

同上用引込配管工事

（１Ｋ・車椅子対応室　

ＩＨ用穴開け）

電力引込工事（集合住宅用変圧器含む）

高圧ケーブル敷設工事

積算電力量計及び、住戸電流制限器の

機器搬入・取付工事

ＣＡＴＶ会社工事

電力会社工事

電力会社工事

動力制御盤への電力供給

動力制御盤及び２次側配管配線工事

ポ
　
ン
　
プ

電
　
  
気

消火器

消火器ボックス

消火器表示板

避難ハッチ取付け

電
　
話
　
設
　
備
　
等

住戸ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ以降の

配線工事は入居者工事

電話引込用コンクリ－ト柱、マンホール

呼び線工事

電話配線工事

電話配管工事

防
　
災
　
機
　
器
　
等

昇降路内ピット防水及び釜場

出入り口扉・三方枠

軌条・中間ビームブラケット

敷居取付用コンクリート持出し

天井フック

乗場ボタン・インジケーター鋼梁

などのコンクリート孔あけ

昇降路内ピット内保守用コンセント

ＥＬＶ受電盤１次側端子への電源

供給及び接地線の配給

ＥＬＶ受電盤及び２次側電気工事の一切

ＥＬＶ遠隔管理用配管配線工事

シャフト頂部の煙感知器及び点検函

同上用開閉検出スイッチ及び

信号用配管配線工事

ＥＬＶインターホン設置及び

同配管配線工事

三方枠回りモルタル

詰めは建築工事

昇降路内より1階電話

端子盤まで

1階三方枠横に取付

昇降路内より

ＥＬＶ保安灯・蓄電池

ＥＬＶピット点検用タラップ

ＥＬＶ設置に伴う躯体構造部補強

火災管制運転用火報信号
1階火災受信機まで

昇
　
降
　
機
　
及
　
び
　
昇
　
降
　
路

躯体開口は建築工事

外
　
部
　
雑
　
工
　
事

設計ＧＬ－３００まで

同上配管工事

浸透枡及び浸透井戸の敷設

給水設備

電力引込みマンホール

下水本管への接続（汚水系統）

下水本管への接続（雨水系統）

汚水排水工事及び会所（インバート）

雨水排水工事

雨水排水工事の屋外配管工事

雨水排水工事の竪配管工事

太陽光発電システム機器構築及び、

これに伴う配管配線工事一式

同上発電システム配管配線工事に伴う、

スリ-ブ工事

発電設備より電力会社への高圧系統連係

及び、これに伴う配管配線工事一式

太陽光発電事業者工事

太陽光発電事業者工事

避雷針設備 躯体内専用鉄筋は建築

倉庫

同上照明

外灯工事

植栽工事

自転車駐輪場 １・２

同上照明

同上排水マス

同上照明

同上水栓（コン柱共）

ゴミ置場

サイン工事（下地補強とも）

設備機器表示板

各種防水表示板

外部案内板等は別途

室外機排水用ドレインレール

ＰＳ点検口

そ
　
の
　
他

小野寺榎　本

建
　
築（

地
盤
改
良
含）

建
　
築（

地
盤
改
良
含）

建
　
築（

地
盤
改
良
含）

建
　
築（

地
盤
改
良
含）

ユ
 
ニ
 
ッ
 
ト

ユ
 
ニ
 
ッ
 
ト

ユ
 
ニ
 
ッ
 
ト

ユ
 
ニ
 
ッ
 
ト

穴開け

磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事
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特記事項 製作年月日 工事名称 図面番号埼玉県都市整備部営繕課 設    計
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

図面名称縮      尺

(A3版　50％縮小)

担　　当

製　　図

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（8）第１８４０号

1/500、1/5,000
■一級建築士大臣登録第389790号   古　川　　陽　一
■一級建築士大臣登録第300243号   嶋　田　　圭　一 案内図・全体配置図 A-008

全体配置図　1/500

(A3版　50％縮小)

高倉五丁目

扇町屋一丁目

高倉二丁目

高倉四丁目

高倉三丁目

豊岡二丁目

豊岡三丁目

豊岡一丁目

扇町屋二丁目

高倉一丁目

河原町

入間市役所

入間市運動公園

トイザラス
入間店

ipot

丸広百貨店 埼玉県立豊岡高

氷川神社

南沢広場

廣西石材

長泉寺

至 国道 16号 線
入 間市 道カン ８号 線

西武池袋線入間駅

霞川

工事場所
埼玉県入間市高倉４丁目４２０-１の一部（地名地番）

霞川 県営入間霞川団地

(A3版　50％縮小)

案内図　1/5000 ※　　　　計画地を示す。

用途地域

防火指定

高度指定

建設場所

敷地面積

建物概要

計画概要

（420-1　全体：13，928.28㎡）

第１種中高層住居地域／準住居地域

指定なし（法第22条地域）

指定なし

建築面積

延床面積

容積対象面積

容積率

建蔽率

共同住宅棟：ＲＣ造　７階建て、ごみ置場：ＲＣ造一部Ｓ造、倉庫：ＲＣ造、自転車置場：Ｓ造(既製品)

その他地域地区

日影規制

接　道

4.0時間－５ｍ／2.5時間－１０ｍ（測定面：GL+4.0ｍ）

東側：市道A286号線（42条1項1号）幅員4～6.15ｍ
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小野寺榎　本

運動広場

埼玉県入間市高倉４丁目地内

磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事



特記事項 製作年月日 工事名称 図面番号埼玉県都市整備部営繕課 設    計
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

図面名称縮      尺

(A3版　50％縮小)

担　　当

製　　図

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（8）第１８４０号
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平成 19年 3月

県営入間霞川住宅現況測量業務

入 間 市 高 倉 地 内

縮 尺 1：500

埼玉県

住宅供給公社

司測量設計調査

株式会社
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敷 地 図

ＮＯ Ｘ Ｙ 辺  長

P16 -18584.889 -40454.902 2.138

P17 -18582.806 -40455.384 3.038

P18 -18579.866 -40456.148 1.822

P19 -18578.118 -40456.662 2.439

P20 -18575.796 -40457.408 1.845

P21 -18574.057 -40458.023 2.661

P22 -18571.572 -40458.975 1.835

P23 -18569.868 -40459.655 2.430

P24 -18567.635 -40460.614 2.424

P25 -18565.445 -40461.653 51.048

P26 -18519.649 -40484.206 2.446

P27 -18517.386 -40485.134 2.462

P28 -18515.066 -40485.959 3.658

P29 -18511.594 -40487.110 1.821

P30 -18509.852 -40487.641 3.074

P31 -18506.877 -40488.415 30.162

K10 -18477.312 -40494.384 6.055

K9 -18471.360 -40495.497 2.502

K8 -18468.872 -40495.761 2.510

K11 -18466.362 -40495.736 2.441

K12 -18463.931 -40495.517 3.030

求 積 表

ＮＯ Ｘ Ｙ 辺  長

K2 -18678.555 -40490.767 3.039

K3 -18677.354 -40487.975 49.321

P1 -18634.189 -40464.114 2.874

P2 -18631.660 -40462.749 3.176

P3 -18628.811 -40461.345 2.559

P4 -18626.457 -40460.341 3.581

K7 -18623.159 -40458.945 2.451

K6 -18620.870 -40458.070 2.470

K5 -18618.542 -40457.244 3.021

P5 -18615.667 -40456.317 3.040

K4 -18612.736 -40455.509 2.453

P6 -18610.337 -40454.997 2.659

P7 -18607.714 -40454.560 3.042

P8 -18604.699 -40454.158 2.422

P9 -18602.288 -40453.931 3.304

P10 -18598.988 -40453.768 4.137

P11 -18594.851 -40453.747 1.819

P12 -18593.032 -40453.760 1.836

P13 -18591.199 -40453.869 2.279

P14 -18588.935 -40454.130 1.993

P15 -18586.969 -40454.458 2.127

ＮＯ Ｘ Ｙ 辺  長

K24 -18558.065 -40568.530 11.472

K23 -18567.744 -40562.372 13.373

K22 -18580.286 -40557.730 3.984

K21 -18584.162 -40558.653 24.560

K20 -18606.438 -40568.995 3.247

K19 -18609.113 -40567.155 12.770

K18 -18621.879 -40566.844 6.688

K17 -18618.916 -40560.848 22.758

K16 -18632.733 -40542.764 18.933

K15 -18644.405 -40527.857 21.276

K1 -18659.225 -40512.592 29.154

面積 13928.289377

地積 13928.28　㎡

ＮＯ Ｘ Ｙ 辺  長

K13 -18460.920 -40495.178 2.447

K14 -18458.501 -40494.810 2.545

P32 -18456.005 -40494.312 0.731

P33 -18455.297 -40494.131 5.035

K29 -18454.928 -40499.152 14.234

K27 -18468.893 -40501.905 34.583

K28 -18498.148 -40520.348 9.837

K30 -18505.823 -40526.501 17.447

K31 -18521.780 -40533.555 13.724

K32 -18535.503 -40533.724 2.921

K33 -18534.556 -40536.487 6.121

K34 -18538.325 -40541.310 26.136

K26 -18544.222 -40566.772 12.132

K25 -18556.191 -40564.788 4.185

小野寺榎　本 磐　城 大　橋 岡　田 現況図（団地全体）

０５県住入間霞川団地地盤改良工事
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特記事項 製作年月日 工事名称 図面番号埼玉県都市整備部営繕課 設    計
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

図面名称縮      尺

(A3版　50％縮小)

担　　当

製　　図

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（8）第１８４０号

1/150■一級建築士大臣登録第300243号   嶋　田　　圭　一
■一級建築士大臣登録第389790号   古　川　　陽　一

計画配置図 A-010
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▼ ：県条例17条1項の主要な出入口を示す

▼ ：令125条の出口及び県条例17条2項の出口を示す

（敷地内通路：有効幅員4.0ｍ・段差なし・上空開放されている）

：県条例17条1項の主要な出入口より道路に通じる敷地内通路を示す

（敷地内通路：有効幅員1.5ｍ・段差なし）

　県条例17条2項の敷地内通路を示す

：令125条の出口より令128条の道路に通じる敷地内通路及び
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・自転車置場２ SL = 設計GL+700

・倉庫 SL = 設計GL+820

※敷地内通路床仕上げ：アスファルト舗装（滑りにくい仕上げ）

延焼のおそれのある部分は生じないものと考える（法第２条第６号）

※自転車駐輪場は自転車専用であり、バイク等は駐車しない

※本体建物とごみ置場の関係について、ごみ置場は小規模の平屋建RC造の為

※昇降機については別途申請する

※敷地内通路上には、突出物等通行の支障となるものは設けない
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：共同住宅における代替進入口の特例

小野寺榎　本

０５県住入間霞川団地地盤改良工事

磐　城　 大　橋 岡　田

※付属建物（ゴミ置場、倉庫、自転車置場）及び
　本体工事は別途工事とする。



特記事項 製作年月日 工事名称 図面番号埼玉県都市整備部営繕課 設    計
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

図面名称縮      尺

(A3版　50％縮小)

担　　当

製　　図

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（8）第１８４０号
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小野寺榎　本 大　橋 岡　田磐　城

０５県住入間霞川団地地盤改良工事



特記事項 製作年月日 工事名称 図面番号埼玉県都市整備部営繕課 設    計
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

担　　当
図面名称縮      尺■一級建築士事務所埼玉県知事登録（8）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第300243号   嶋　田　　圭　一
製　　図■一級建築士大臣登録第389790号   古　川　　陽　一 (A3版　50％縮小)

1/100 ピット平面図、ピット断面図 A-014
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※ﾋﾟｯﾄ外周部、地中部分のｺﾝｸﾘｰﾄ打継部分は止水板を入れること。
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外部避難階段(１)

Ｒ階平面詳細図

１階平面詳細図
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２～６階平面詳細図

７階平面詳細図
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（昇りやすさ、つまずきにくさの適正検証）
■蹴上げ、路面の適正寸法の検証

R
T

∴適性

550　≦　T＋2R　≦　650

厚50 捨てコンクリート

1,000

600×1400

(電気盤）

EPS

▽SL

▽SL

LGS下地、厚6 フレキシブルボード目透かし貼の上
盤周囲部分

複層塗材Si吹付

複層塗材Ｓｉ吹付

排水溝：モルタル塗りの上
ウレタン系塗膜防水

壁柱：コンクリート打放しの上

階段ノンスリップ：ステンレス製 W40
（樹脂部分は路面と異色とする）
（躓きにくい形状のものとする）

床：コンクリート金ゴテ押え

（滑りにくい仕上げ）

（躓きにくい形状のものとする）

踏面・蹴上：厚30 防水モルタル金ゴテ仕上

（樹脂部分は路面と異色とする）
ステンレス製 W40

階段ノンスリップ：床：コンクリート金ゴテ押え

階段ノンスリップ：
ステンレス製 W40

（樹脂部分は路面と異色とする）
（躓きにくい形状のものとする）

踏面・蹴上：厚30 防水モルタル金ゴテ仕上
（滑りにくい仕上げ）

手摺壁巾木：コンクリート素地の上
　　　　　　ウレタン系塗膜防水

床：コンクリート金ゴテ押え
（滑りにくい仕上げ）

壁柱巾木：コンクリート打放しの上
　　　複層塗材Ｓｉ吹付

床：厚30 防水モルタル金ゴテ仕上
（滑りにくい仕上げ）
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複層塗材Si吹付X2

EPSEPS

DNUP

RD

3,010

1,5051,505

1,2802901,280 8080

250 2020

125125

外部避難階段(２)

外廊下

竪樋：VP100φ

270

外部避難階段(２)

倉庫(２)

X2

竪樋：VP100φ
補助摺壁：塩ビ被覆34φ(BL認定品)

EXP.J W=25

60 60

20 20120

60 60

20 20120

125 125

20 20250

80 80 80801,420

1,580

1,280 290 1,280

1,505 1,505

3,010

UP

EPS

Ｒ階平面詳細図

特記事項 製作年月日 工事名称 図面番号埼玉県都市整備部営繕課 設    計
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

担　　当
図面名称縮      尺■一級建築士事務所埼玉県知事登録（8）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第300243号   嶋　田　　圭　一
製　　図■一級建築士大臣登録第389790号   古　川　　陽　一 (A3版　50％縮小)

1/50・1/5

２～６階平面詳細図

７階平面詳細図

１.　　は、階数表示板 アクリル製　150×150　平付け型取付け位置を示す。
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シーリング：25×15
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厚20 PF板

屋外階段詳細図（２）
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▽最高高さ

▽GL

(水下)

外廊下
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15
0・

20

手摺壁：コンクリート打放しの上
複層塗材Ｓｉ吹付

複層塗材Ｓｉ吹付

複層塗材Ｓｉ吹付
手摺壁：コンクリート打放しの上

天井：コンクリート打放しの上外装薄塗材Ｅ吹付

段裏：コンクリート打放しの上外装薄塗材Ｅ吹付

天井：コンクリート打放しの上外装薄塗材Ｅ吹付

補助摺壁：塩ビ被覆34φ(BL認定品)

屋根：コンクリート直押えの上塗膜防水

倉庫（１）

Y2

1,500 5,890

1,770 275 275 1,370275×8段＝2,200

4,04080

配管ピット 配管ピット

RD

EXP.J W=25

外廊下

Y2

配管ピット

1,500 2,045

複層塗材Ｓｉ吹付
手摺壁：コンクリート打放しの上

■
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盤周囲部分

▽SL
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500

X2

▽1SL

▽2SL

E-710

300×75×5
室名札：アルミ製

外廊下

複層塗材Si吹付

盤周囲部分

1,000

EPS

(電気盤）

600×1400

1,000

▽GL

▽1SL

▽2SL

1,580 1,505 1,505

500

UP
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15
0

連結送水管
(3～7階)

連結送水管

3,010 270

3,0101,350 950 1,350 950

1,350 950

断面詳細図

１階平面詳細図

RD：鋳鉄製 100φ
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複層塗材Ｅ吹付
外壁：コンクリート打放しの上
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1
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8
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1
,
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厚50 捨てコンクリート

厚60 再生砕石

1
5
0

A-038

LGS下地、厚6 フレキシブルボード目透かし貼の上

LGS下地、厚6 フレキシブルボード目透かし貼の上

550　≦　T＋2R　≦　650

∴適性

T
R

■蹴上げ、路面の適正寸法の検証
（昇りやすさ、つまずきにくさの適正検証）

550　≦　275＋2(161～164)　≦　650
550　≦　593～603　≦　650

排水溝：モルタル塗の上ウレタン系塗膜防水 W=80

排水溝：モルタル塗の上ウレタン系塗膜防水 W=80

排水溝：モルタル塗の上ウレタン系塗膜防水 W=80

厚50 捨てコンクリート

壁柱：コンクリート打放しの上

排水溝：モルタル塗りの上
ウレタン系塗膜防水

階段ノンスリップ：ステンレス製 W40
（樹脂部分は路面と異色とする）
（躓きにくい形状のものとする）

床：コンクリート金ゴテ押え

床：コンクリート金ゴテ押え

（滑りにくい仕上げ）
踏面・蹴上：厚30 防水モルタル金ゴテ仕上

（躓きにくい形状のものとする）
（樹脂部分は路面と異色とする）

階段ノンスリップ：
ステンレス製 W40

（滑りにくい仕上げ）
床：コンクリート金ゴテ押え

床：厚30 防水モルタル金ゴテ仕上
（滑りにくい仕上げ）

　　　　　複層塗材Ｓｉ吹付
壁柱巾木：コンクリート打放しの上

手摺壁巾木：コンクリート素地の上
ウレタン系塗膜防水

（滑りにくい仕上げ）
踏面・蹴上：厚30 防水モルタル金ゴテ仕上

（躓きにくい形状のものとする）
（樹脂部分は路面と異色とする）
ステンレス製 W40
階段ノンスリップ：
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(ノンスリップ・細目)
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アンカープレート：厚2.3 ステンレス製曲げ加工
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吊フック：ステンレス製 φ22

1
5
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1
0
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350 350

吊フック：ステンレス製 φ22

パラペット天端：塗膜防水

グレーチング：ステンレス製 W200
(ノンスリップ・細目)

アンカーボルト M8＠900

(耐荷重3,000kgf)

受筋 D13 L=1,200(現場溶接)
受筋 D13 L=1,200(現場溶接)

(耐荷重3,000kgf)

2
0
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0

7
0

2
4
0

3
,
62

5

3,
1
25

Ｒ階平面図　1/30

基準階平面図　1/30

断面詳細図　1/30

特記事項 製作年月日 工事名称 図面番号埼玉県都市整備部営繕課 設    計
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

担　　当
図面名称縮      尺■一級建築士事務所埼玉県知事登録（8）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第300243号   嶋　田　　圭　一
製　　図■一級建築士大臣登録第389790号   古　川　　陽　一 (A3版　50％縮小)

Ｂ部詳細図　1/10

Ａ部詳細図　1/10

1/10、1/30

竪樋：VP75φ
ルーフドレイン：鋳鉄製 75φ
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外壁：コンクリート打放しの上
複層塗材Ｅ吹付
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)
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200 20

6090
20

壁：コンクリート打放しの上
複層塗材Ｅ吹付

塗膜防水
庇：コンクリート直均しの上
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▽最高高さ
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9
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グレーチング：ステンレス製 W200
(ノンスリップ・細目)
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525 75
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SL-2050▼SL-2030▼

SL-2230▼

A-039

屋根：厚2.0 塩化ビニル樹脂系シート防水

▼SL-2200

複層塗材Ｓｉ吹付
袖壁：コンクリート打放しの上

排水溝：モルタル金ゴテ押えの上
ウレタン系塗膜防水

配管ピット 配管ピット

基礎天端増し打ち

50 50
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100100

２.　　は、ピクトサイン（ＥＶ） アクリル製　150×150　持出し型取付け位置を示す。

１.　　は、階数表示板 アクリル製　150×150　平付け型取付け位置を示す。
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天井：厚6 ケイカル板の上
外装薄塗材Ｅ

天井点検口 450×450

天井：コンクリート打放し 素地

EV位置表示板

グレーチング：ステンレス製 W200

外廊下

手摺：塩ビ被覆 34φ(BL認定品)
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袖壁：コンクリート打放しの上
複層塗材Ｓｉ吹付

壁：コンクリート打放しの上
複層塗材Ｓｉ吹付

天井：コンクリート打放しの上
外装薄塗材Ｅ

外装薄塗材Ｅ
天井：コンクリート打放しの上

壁：コンクリート素地の上

床：コンクリート直均しの上
ケイ酸質系塗膜防水

ケイ酸質系塗膜防水

壁：コンクリート打放し 素地

870 1,045

870 1,045

870 1,045

巾木：コンクリート素地

床：コンクリート金ゴテ押え

EVシャフト
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870 1,045

1,915 800
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Ｄ ７７

７階EVホール天井伏図　1/50

仕　　上記号

Ｄ

Ｃ 梁：コンクリート打放しの上 複層塗材Ｓｉ

梁：コンクリート打放しの上 外装薄塗材Ｅ

７

６ LGS下地＋厚６ ケイカル板 目透し張りの上外装薄塗材Ｅ

コンクリート打放しの上外装薄塗材Ｅ

Ｔ

Ｓ

Ｒ はな：コンクリート打放し 複層塗材Ｅ

誘発目地：20×20

化粧目地：20×20

小野寺榎　本 エレベーターシャフト廻り詳細図
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特記事項 製作年月日 工事名称 図面番号埼玉県都市整備部営繕課 設    計
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

図面名称

(A3版　50％縮小)

担　　当

製　　図

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（8）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第300243号   嶋　田　　圭　一
■一級建築士大臣登録第389790号   古　川　　陽　一

縮      尺

エントランスホール詳細図（２）
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袖壁：コンクリート打放しの上
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階段ノンスリップ：ステンレス製 W40
（樹脂部分は路面と異色とする）
（躓きにくい形状のものとする）巾木：コンクリート素地

床：コンクリート金ゴテ押え
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既存棟解体跡地

6
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運動広場(既存）

特記事項 製作年月日 工事名称 図面番号埼玉県都市整備部営繕課 設    計
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

図面名称縮      尺

(A3版　50％縮小)

担　　当

製　　図

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（8）第１８４０号

1/200

道路境界線

隣地境界線
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国
道
1
6号

線

氷川神社

豊岡二丁目

仮囲い：万能鋼板 H=2,000（Ｌ＝95ｍ）

交通誘導員：適宜誘導員の配置を行う

長泉寺

車両転回
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道
Ａ
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計画地
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扇橋

市道Ａ271号線
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隣地境界線

ひし形金網フェンスH-1.5ｍ
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フェンスＢ【既存】

隣地境界線

隣地境界線

隣
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線

道路境界線

既存17号棟解体跡地

（将来計画未定）

交 搬出入口

交
搬出入口 道路境界線

交

道路境界線

搬出入口

●

凡　例

：交通誘導員を示す

（大型車両通行時適宜配置）

：工事車両(大型車)進入路、進入方向を示す

6,0
00

6,000

6,0
00

フェンスＣ【既存】

ひし形金網フェンスH-1.8ｍ

キャスターゲート：W6ｍ　H4.5ｍ　2か所＋1か所　計3か所

253-4

253-5

汚

車止

車止

霞川
遊歩道

遊歩道

■一級建築士大臣登録第389790号   古　川　　陽　一
■一級建築士大臣登録第300243号   嶋　田　　圭　一 A-073仮設計画図（参考図）

隣
地

境
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線

残土置場

仮囲い：万能鋼板 H=3,000（L＝181ｍ）
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2
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,
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8,0001,5008,8001,4507,150 28,930

Y1 Y2

：工事車両(普通車)進入路、進入方向を示す

既存侵入防止柵：木杭・番線（＃10）3段

小野寺榎　本

（運動広場）

（運動広場）

特記事項

※仮設計画は、監督員と協議の上、施工を行なうものとする。

※資材の搬入等、工事車両の進入時には状況に応じ適宜、交通誘導員を配置して

　安全を確保する。

※大型のレッカーを使用する場合は、必要な養生を行なうこと。

※監督員の指示があった場合、仮囲いの一部を透過性のあるパネル

（クリアパネル，パンチングパネル等）とする

※仮囲いの位置は監督員と協議の上、必要に応じて変更する

※道路占用については関係部署と十分に打合せを行い適切に実施

※工事車両進入路にあたる入間市道Ａ271号線及びＡ286号線は、小学校の通学路になっているため、

通学時間を含む7:40～8:10の間は工事関係車両の通行を原則行わない。

※市道A286号線に面する敷地内歩道部分は、工事中も歩行者が一般利用できるように仮囲いの外側に計画し、

敷地内歩道部分の外構工事は、一時的に歩行者の利用を制限して施工とすること。

※扇橋の通行制限はなし、20t以上の特殊車両は通行許可証が必要。

作業ヤード(発生土仮置場、駐車スペース等）

磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事

敷き鉄板（ァ22）1,524 x 6,096 



6,813

特記事項 製作年月日 工事名称 図面番号埼玉県都市整備部営繕課 設    計
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

図面名称縮      尺

(A3版　50％縮小)

担　　当

製　　図

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（8）第１８４０号

1/150
■一級建築士大臣登録第389790号   古　川　　陽　一
■一級建築士大臣登録第300243号   嶋　田　　圭　一 A-074山留計画図（参考図）
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GL-5,300の範囲を示す

※付属建物及びスロープ下部の地盤改良範囲は各図面による

GL-4,500の範囲を示す

F棟：地盤改良想定範囲

床付面：設計GL-2900

※地盤改良詳細は構造図による。

小野寺榎　本

▽設計GL±0

600

断面図

△現況地盤面
約GL-500
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,
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,2

0
0

山留：親杭横矢板工法

矢板　：松板厚60

手摺：単管パイプ(足場板巾木あり)

※切梁なし
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0
0
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,
10

0

親杭　：Ｈ-300ｘ300ｘ10ｘ15　L=8.1m @1.2m

親杭　：Ｈ-350ｘ350ｘ12ｘ19　L=8.1m @1.2m(※西側妻面)
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・SD390 ※ D29以上
・785N/mm2級 ※ K13

・SD295

S-007、008図

・施工中に支持地盤のサンプルを採取して、目視にて確認する。
400

特記仕様書（構造関係）

６
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

５
　
鉄
筋
工
事
　

４
　
地
業
工
事
　

Ⅱ　建築工事仕様

２．工事場所

　構造・階数等

３．棟名称及び

５. 地盤調査資料

４. 構造計算条件

１．主要用途

Ⅰ　建物概要

特記仕様書（構造関係・その１）

彩の国　　 埼玉県

章
工 事 名

特　　記　　事　　項項　　目

０５県住入間霞川団地地盤改良工事

０５県住入間霞川団地地盤改良工事

1/200

　　　　　　　　　・　

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、水和熱が
7日目で 352Ｊ/ｇ以下、かつ28日目で 402Ｊ/ｇ以下のものとする。

※Ａ　・Ｂ（コンクリート中のアルカリ総量が 3.0 kg/m３ 以下）

　　　※共通仕様書6.3.1(4)(b)による　　・ 

　　　※共通仕様書6.3.1(4)(a)による　　・ 

　　混和材の種類
・混和材

(6.3.1)
　　混和剤の種類
・混和剤４ 混和材料

(6.3.1)アルカリシリカ反応性による区分３ 骨材

　・共通仕様書 9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による　　・ 

(6.7.2)
　・セメントの種類が普通エコセメントの場合　（　　　　）日
湿潤養生の期間６ 湿潤養生

７ コンクリートの

・ Ｃ種
・ Ｂ種
・ Ａ種

適 用 箇 所種　別

※図示による（　　　　　）
※図示による（　　　　　）
※図示による（　　　　　）

(6.2.5)(6.8.2)合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ
　 仕上り

(6.8.1)
　・図示による（　　　　　）　　・　 　

　・図示による（　　　　　）　　・　

ひび割れ誘発目地の位置、形状、寸法

　　※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打増し部で処理する

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)目地の寸法

(6.6.4)

　　・図示による（　　　　　）　　・　
　　※スラブ、壁梁又は基礎の上端
　柱及び壁
　　・図示による（　　　　　）　　・　
　　※スパンの中央又は端から1/4の付近
　梁及びスラブ

　 打継ぎ目地
　 ひび割れ誘発目地、
５ 打継ぎの位置、

 （評価方法基準第5 3-1(3)ﾊ①適合）　
  　適用箇所（※下記以外全て　　・　　　　　　　               ）

  　適用箇所（　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）
・フライアッシュセメントＢ種 Ｇ

  　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

　　適用箇所（・1FLより下部（立上り部含む）　　・　　　　　　　）
・高炉セメントＢ種 Ｇ

・普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又は
　フライアッシュセメントＡ種

種類 (6.3.1)２ セメント

単位水量　　　　　※185kg/m3以下（評価方法基準第5 3-1(3)ﾊ①適合）

水セメント比　　　※50%以下（評価方法基準第5 3-1(3)ﾊ①適合）

細骨材率　　　　　※共通仕様書6.3.2(ｲ)(e)による　・(　　　)%
単位セメント量　　※共通仕様書6.3.2(ｲ)(d)による　・(　　　)kg/m3以上
　　　　　　　　　・　

　　　　　　　　　・共通仕様書6.3.2(ｲ)(b)による

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種

　　　　　　　　　※共通仕様書 表6.3.2による

　　　　　　　　　・　

構造体強度補正値(S)

適 用 箇 所

・15又は18 ・18

・15又は18 ・18
・15又は18 ・18

(N/mm２)
　スランプ（㎝）

質量（t/m３）
設計基準強度 気乾単位容積

　2.3程度

普通コンクリート（36N/mm２以下）

　　　　・建築基準法第37条第二号に規定する大臣認定コンクリート
　　　　・Ⅱ類（JIS A 5308 に適合したコンクリート)
類別　　※Ⅰ類（JIS A 5308 への適合を認証されたコンクリート） (6.2.1～6.2.4)　試験杭の位置　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　※共通仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・図示による（　　　　　）　

　　　公共住宅建設工事共通仕様書（令和元年度版。以下、「共通仕様書」という。）による。
（１）質問回答書、本特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、全て埼玉県建築工事特別共通仕様書及び

　　　　試験方法　※共通仕様書5.4.10(ｲ)(b)による

　　※超音波探傷試験（試験方法　共通仕様書5.4.10(ｲ)(a)による）

　　※重ね継手（重ね継手の長さ：共通仕様書 表5.3.2による）

　　　　・共通仕様書7.2.5(1)、(2)による　・図示による（　　　　　）
　　　　・　

　　　　・共通仕様書7.2.5(1)、(2)による　・図示による（　　　　　）

　　　　　　　　　※共通仕様書4.3.4(6)(ｺ)による　・　

担当主査主幹

 ・ 有り　　　　　・ 無し

 ・ 土質試験　・ 孔内水平載荷試験　・ 平板載荷試験

 ・ サウンディング　（※ 標準貫入試験　  　・　　          　　　）

 ・　

 ・　

(5.6.3)

(4.2.1)(4.3.4、5)(4.5.5、6)

　※図示による（構造関係共通図(配筋標準図)3(2)）

　※図示による（構造関係共通図(配筋標準図)3(1)(ｳ)）

　・図示による（構造関係共通図(配筋標準図)5.1、6.1、7.1、7.3、8.1）

　　・図示による（　　　　　）　　・　

　※図示による（構造関係共通図(配筋標準図)4(1)表4.1）

　 の種類等
１ コンクリート

　・図示による（　　　　　）　　・　
不合格となった継手部への措置
　・図示による（　　　　　）　　・　
施工完了後の継手部の試験
　・図示による（　　　　　）　　・　
鉄筋相互のあき
　・図示による（　　　　　）　　・　

　・Ａ級　　・ 
H12建告第1463号に適合する性能　
　・図示による（　　　　　）　　・　
適用箇所９ 溶接継手

　・図示による（　　　　　）　　・　
不合格となった継手部への措置
　・図示による（　　　　　）　　・　
施工完了後の継手部の試験
　・図示による（　　　　　）　　・　
鉄筋相互のあき
　・図示による（　　　　　）　　・　
機械式継手の種類
　・Ａ級　　・ 
H12建告第1463号に適合する性能　
　・図示による（　　　　　）　　・　
適用箇所 (5.5.2)８ 機械式継手

　構造関係共通図（配筋標準図）による。これによらない箇所は図示による。

　　　　　　　　　・　

　　・引張試験

　抜取試験
　　※行う（全ての圧接部）
　外観試験
圧接完了後の圧接部の試験７ ガス圧接 (5.4.10)

※図示による (5.3.7)６ 各部配筋

　　　・　
　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜
　　・あり　適用箇所(　　　　　　　　　)
　耐久性上不利な部分(塩害等を受けるおそれのある部分等)　
  　　　主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する
　　・あり　適用箇所(　　　　　　　　　)
　柱及び梁の主筋にD29以上の使用

　・図示による（　　　　　）　　・　　

最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う） (5.3.5)

　(溶接金網含む)
 　及び間隔
５ 鉄筋のかぶり厚さ

鉄筋の余長の長さ

　・図示による（　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　
柱及び梁の主筋で隣り合う継手を同一箇所に設ける部分の位置及び施工方法等

鉄筋の定着長さ

　・図示による（　　　　　）　　・　

耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さ
　・図示による（　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　
　　　基礎梁主筋の継手位置　・図5.2　・図5.3　・図5.4

柱及び梁の重ね継手の長さ

継手位置

・重ね継手　・ 
・重ね継手　・ガス圧接
・重ね継手　・ 
・溶接継手
・ガス圧接　・機械式継手

呼 び 径 (㎜)継 手 方 法部　 位

その他の鉄筋(　　　　　　　)
基礎、耐圧スラブ、土圧壁
耐力壁の鉄筋

※ D19以上柱、梁の主筋

(5.3.4)鉄筋の継手方法等３ 継手及び定着

使 用 部 位網目の形状、寸法、鉄線の経 (㎜)種類の記号種　類

・鉄筋格子
・溶接金網

・SD345

(5.2.2)形状等２ 溶接金網

備　考呼 び 径 (㎜)種類の記号

※ D19以上
※ D16以下

鉄筋の種類 (5.2.1)１ 鉄筋

種類及び施工方法等　・図示による（　　　　　）　　・　

六価クロム溶出試験　・行う

９ 地盤改良工法

(4.6.2、5)

　・　
　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）
施工範囲
　・ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　・ 
材料８ 床下防湿層

　　　　　・図示による(　　　　　)　　・　
施工範囲　・基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下

厚さ　　　※50mm（※平たん仕上げ　・　　　　　　）　・　

(4.6.4)(6.14.1～3)

　スランプ　　　　※15cm又は18cm　・　
　設計基準強度　　※18N/mm２　・　
材料　　　※普通コンクリート　・　７ 捨コンクリート地業

(4.6.2、3)

　　　　　・　
　　　　　・有機物等の混入しない締固めに適した山砂、川砂又は砕砂
材料　　　・シルト

施工範囲　・図示による（　　　　　）　　・　
厚さ　　　※60mm　・　

６ 砂地業

材料　　　・再生クラッシャラン Ｇ　・切込砂利又は切込砕石　・　

厚さ　　　※60mm　・　
　　　　　・図示による(　　　　　)　　・　
施工範囲　・基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

(4.6.2、3)５ 砂利地業

　孔壁の保持状況（孔壁測定）

　　測定方法　・超音波測定器　　・ 
　　測定箇所　・試験杭(　　)箇所及び本杭(　　)箇所　　・　

　　　・評定等の内容による　・1/100以内　　・ 

　　　・評定等の内容による　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　　・ 
　　杭の傾斜

　　水平方向の位置ずれ　　
　杭の精度
　　　　　　　　　・図示による（　　　　　）　　・　
　杭の支持層への根入れ深さ

　　・3N/mm２　・評定等の内容による　・　

強度(N/mm２)

　構造体強度補正値
　　※18cm　・　
　スランプ
　　・A種　・B種　・評定等の内容による
　コンクリートの種別　　
　コンクリートの設計基準強度　・(　　　　　　)N/mm　　・ 
　　※高炉セメントB種 Ｇ　・　
　セメントの種類　　
　　・図示による（　　　　　）　　・　
　主筋の基礎底盤への定着長さ

　組み立てた鉄筋の節ごとの継手

　鉄筋かごの補強　　
　　・100㎜　　　・　
　鉄筋の最小かぶり厚さ
　　・　

　帯筋

備　考呼 び 径 (㎜)種類の記号

・ 
・ SD345
・ SD295A

　鉄筋の種類

備　考
長期設計支持力
（kN/本）

ｾｯﾄ数
(m)
杭長

(mm)
拡底径

(mm)
軸径

本　杭
試験杭

(4.2.2)(4.5.4)
　寸法等

　　鋼管径・板厚・長さ　※図示による（　　　　　）　・　

材料その他

(4.4.3、5)(7.2.5)

(4.2.2)(4.3.1、5)

(4.4.2、3、5)

(4.3.3、6)(7.2.5)

(4.2.2)(4.3.1、5)

(4.2.2)(4.3.1、4)

　　鋼管巻き材料　　　　・SKK400　　　・SKK490　　　・　

(4.5.1、4～6)

・拡底杭工法 (安定液　・使用する　・使用しない)
併用する工法

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法
・オールケーシング工法　(孔内の水張り　・行う　・行わない)
・リバース工法
・アースドリル工法　(安定液　・使用する　・使用しない)
工法

　 コンクリート杭地業
４ 場所打ち

３ 鋼杭地業

(4.3.8)
　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　
杭頭の中詰め材料　　
　　　・図示による(　　　　　　) 　・ 
　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　
　・処理する　
杭頭の処理 (4.3.8)(4.4.6)

　　　施工　　※評定等をされた施工管理基準による　・　
　　　検査　　※評定等により定められた項目　　　　・　
　　　工法　　※評定等を受けた工法　　　　　　　　・　
　・無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

　　　溶接材料　　
　　　　・JIS A 5525 による　　・　
　　　形状

杭の継手の工法　　
　・溶接継手　

　　　※評定等の内容による　・1/100以内　　・ 
　　杭の傾斜
　　　※評定等の内容による　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　　・ 
　　水平方向の位置ずれ寸法
　杭の精度
　試験杭の位置　・図示による（　　　　　）　　・　
　　・　
　　・中堀り拡大根固め工法
　工法
　　　α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）
　　下記の値を採用できる工法
　・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の内α、β、γが
　　できる工法
　・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用
特定埋込杭工法

杭の継手の工法　　

下杭
中杭
上杭
下杭
中杭
上杭

（kN/本）(m)
杭長

(mm)
杭径

(mm)
厚さ

備　考ｾｯﾄ数種類 継手数

本　杭

試験杭

長期設計支持力

材料、寸法、継手等

　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　
杭頭の中詰め材料　　
　　　・図示による(　　　　　　) 　・ 
　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　
　・処理する　

(4.3.8)杭頭の処理

　　　工法　　※評定等を受けた工法　　　　　　　　・　
　　　検査　　※評定等により定められた項目　　　　・　
　　　施工　　※評定等をされた施工管理基準による　・　

　・無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　
　　　　・　

　　　溶接材料　　
　・アーク溶接継手　

　　杭の傾斜

　　水平方向の位置ずれ寸法

　　　※評定等の内容による　・1/100以内　　・ 

　　　※評定等の内容による　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　　・ 

　杭の精度
　　　　　　　　・図示による（　　　　　）　　・　
　杭の支持層への根入れ深さ

　杭周固定液　　・使用する　・使用しない
　試験杭の位置　・図示による（　　　　　）　　・　

　　・　
　　・中堀り拡大根固め工法
　　・プレボーリング拡大根固め工法
　工法
　　　α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）
　　下記の値を採用できる工法
　・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の内α、β、γが
　　できる工法
　・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用
・特定埋込杭工法

　　根固め液及び杭周固定液の管理試験
　　　杭の傾斜　　　　　　　　・1/100以内　　・ 
　　　水平方向の位置ずれ寸法　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　　・ 
　　杭の精度
　　　　　　　　　・図示による（　　　　　）　　・　
　　杭の支持層への根入れ深さ
　　掘削深さ　　　・図示による（　　　　　）　　・　
　　試験杭の位置　・図示による（　　　　　）　　・　

(4.3.3)

(4.2.2)(4.3.3)

(4.3.3)

・セメントミルク工法
施工方法

・開放形　・半開放形　・閉そく形　・ 
杭先端部形状　　

下杭
中杭
上杭
下杭
中杭
上杭

備　考ｾｯﾄ数継手数
コンクリート 鋼管厚 杭径 杭長

(m)(mm)(mm)
種類

本　杭

試験杭

持力(kN/本)
長期設計支

寸法、継手、性能等　(種別：種類、性能及び曲げ強度区分)

　・　
  　　SC杭の鋼管材料　・SKK400　・SKK490
　・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）
　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）
　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）
種類

　 地業
２ 既製コンクリート杭

　　工法、施工範囲、仕様及び計測、試験等　※図示
・液状化対策

　　試験の方法、報告書の記載事項等　　　　※図示
　　位置、深さ、対象地盤及び最大載荷荷重　※図示
・地盤の平板載荷試験　（　　　）箇所 (4.2.4)

　　長期設計支持力度　・（　　　　　）kN/㎡

(3.2.1)
　　　・行う（位置等　・図示による（　　　　　）・　　　　　　　）
　　試験掘り(根切り底の状態の確認等)
　　　・図示による(　　　　　　) 　・ 
　　支持地盤の位置及び種類(基礎底部の位置含む)
・直接基礎

１ 支持地盤等
　　支持地盤の位置及び種類(基礎ぐいの先端の位置含む)
・杭基礎

c　耐積雪設計条件

b　耐風設計条件

a　耐震設計条件

調査内容

調査位置
ボーリング柱状図

・ 無し・ 有り

設計垂直積雪量

多雪区域の指定

建設地の標高

・ Ⅳ・ Ⅲ・ Ⅱ・ Ⅰ地表面粗度区分
0基準風速　（Ｖ ）

二次設計

一次設計

二次設計

一次設計

Ｙ方向

Ｘ方向

・

・ その他

・

・ その他

地域係数

地盤種別

Ｘ方向

Ｙ方向

建物一次固有周期
地震荷重

計算ルート

設計層間変形角

液状化対策の検討

図面No.工事名称

図面名称Ver.

日付副課長課長

都市整備部営繕課

　　・図示による（構造関係共通図(配筋標準図)6.2帯筋(2)⑥(ロ)）

溶接継手の種類

空気量　　　　　　※4.5%（住宅の品質確保の促進等に関する法律第3条の２第1項の　
　　　　　　　　　　　　　規定に基づく評価方法基準（以下「評価方法基準」とい
　　　　　　　　　　　　　う）第5 3-1(3)ﾊ①適合）

６）Ｇは「特定調達物品等」を表す。
７）注は共通仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。

５）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。
　　・ 印と ※ 印が付いた場合は、共に適用する。・ 印と ※ 印の場合は、・ 印のみを適用する。
４）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。
３）特記事項に記載の（　．．）内の表示番号は、共通仕様書の当該項目、当該図表を示す。
２）特記事項に記載の｛　．．｝内の表示番号は、埼玉県建築工事特別共通仕様書の当該項目、当該図表を示す。
１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（３）特記仕様書の表記
　  　それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について監督員と協議すること。
（２）共通仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、
　　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。

2022-3

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁
構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

建築面積

増築計画　・有り　　・無し

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡
㎡

階

階

階

階

階床 面 積

延べ面積

工事種別　・新築　　・増築　　・改築　　・移転

建物高さ　　　　ｍ　　軒高さ　　　　ｍ

耐震構造方式　・耐震構造　　・免震構造　　・制振構造

耐震安全性の分類　・Ⅰ類(l=1.50)　・Ⅱ類(l=1.25)　・Ⅲ類(l=1.00)

架構型式　　　Ｘ方向　　　ラーメン構造
　　　　　　　Ｙ方向　　　ラーメン構造

構造種別　　地上　　　RC　造　　　地下　　　　　造

・A-002図による。

共同住宅

　　　　棟　　RC造７階建て（地下０階・PH０階）

（　　　　　）秒

第　（　　２　　　）　種地盤

Ｚ=1.00

※ 許容応力度計算　（ルート3　　　　　　）

※ 許容応力度計算　（ルート3　　　　　　）

1/200

1/100

1/100

（　　　　32　　）　ｍ／秒

（　　　12　　　）　ｍ

（　　　30　　　）　ｃｍ

構造図　（　　   土質柱状図　　　）　による

（杭リスト参照）

　　　・図示による(　土質柱状図　　　) 　・ 

D16以下

・100x100x6φ

・33
・30
・27

　2.3程度
　2.3程度

・15又は18 ・18
　2.3程度
　2.3程度

・15又は18 ・18・24
・18

土間コンクリート
捨てコンクリート

S-001
2024.06.04

軸組図（S-012図）参照

　　　　　　　　　　　補正値Ｓ＝３（3月11日～11月10日）
　　　　　　　　　　　　　　Ｓ＝６（11月11日～3月10日）

根本遠西榎本 加藤 小野寺

打継ぎの位置（工区境での打継ぎが生じないように調整すること）

埼玉県入間市高倉４丁目地内



設計基準強度　　　（          N/mm２）　
水セメント比　　　（　 　　　　 　%）

設計基準強度　　※18（N/mm２）　 ・　

単位セメント量　　（　　　　　㎏/m3）
ｽﾗﾝﾌﾟ又はｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ　※共通仕様書6.16.2(2)による　  　・　

　・溶融亜鉛めっき高力ボルト　・　

７
　
鉄
骨
工
事

16 コンクリートの
(1)単位水量の測定は、150m３に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。
実施要領　　

　 単位水量測定

混和材料　　　　　 ※共通仕様書6.16.3(2)(ｱ)による 　・　

(4)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、ｴｱﾒｰﾀ法又は静電

(3)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気

(2)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

   容量測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

   温、コンクリート温度等)と写真により提出する。

4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。
  計値±15kg以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。
  の全運搬車の測定を行い設計値±20kg/m３ 以内であることを確認する。更に、設
  原因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後
3)設計値±20kg/m３ を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の
　１回、単位水量の測定を行う。
  は打設する。その後、設計値±15kg/m３ 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に
  動の原因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コン
2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m３ の範囲にある場合は、水量変
  の範囲にある場合はそのまま施工する。
1)測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m３

(7.2.2)
　・トルシア形高力ボルト　　　・JIS形高力ボルト
ボルトの種類４ 高力ボルト

　　　・監督員の承諾する工場（共通仕様書7.1.1以外の適用範囲に限る）

規  格適用箇所（主要な部分）種類の記号

・JIS規格による　・ 
・JIS規格による　・ 
・JIS規格による　・ 
・JIS規格による　・ 

(7.2.1)

　　　※（　　　）グレード　　・指定しない

種類等３ 鋼材

(7.1.3、4)配置する２ 施工管理技術者

(7.1.3)

　　評価の区分
  受けた工場、又は同等以上の能力のある工場
  の「鉄骨製作工場の性能評価基準」により評価を受け、国土交通大臣から認定を
　(株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)
　建築基準法第77条の56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認定を受けた
鉄骨製作工場の加工能力１ 鉄骨製作工場

　・共通仕様書 表7.2.3(JIS附属書品)又はJIS B 1180(本体規格品)による
　・共通仕様書 表7.2.3(JIS附属書品)による

・無収縮モルタル（※共通仕様書7.2.9(2)(ｱ)から(ｴ)による　・ 　　　　　　　　）
・モルタル（・現場調合材料　・既調合材料（　　　　　　　　　　））

適用箇所 　        ・図示による（　　　　　）　　・　 (6.16.2､3)15 高強度コンクリート

　※共通仕様書6.14.1(4)による箇所　　・図示による（　　　）

14 無筋コンクリート (6.14.1)

適用箇所
スランプ　　　　※15cm又は18cm　・　

　・フライアッシュセメントＢ種 Ｇ
　・高炉セメントＢ種 Ｇ
　　フライアッシュセメントＡ種
　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又は
セメントの種類
　※普通コンクリート　・　
コンクリートの種類

構造体強度補正値(S)　　※共通仕様書表6.13.1による　　・　
スランプ　　　 　　　　※15㎝　　・ 
　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　）
　・あり（・共通仕様書6.13.2(2)(ｱ)による　・共通仕様書6.13.2(2)(ｲ)による
混和材料の適用
　・高炉セメントＢ種　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄＢ種　　 ・シリカセメント
　・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ
セメントの種類
適用箇所　　・図示による（　　　　　）　　・　13 マスコンクリート (6.13.1、2)

(6.12.2)

　※6N/mm２　・図示による（　　　　　）、Ｓ＝（　）・　
構造体強度補正値(S)
適用期間（　月　日～　月　日）12 暑中コンクリート

　・図示による（　　　　　）、Ｓ＝（　）・　
構造体強度補正値(S)を積算温度を基に定める場合
適用期間（　月　日～　月　日）11 寒中コンクリート (6.11.1、2)

種類　　　　　　　・1種　　・2種

　※共通仕様書6.8.4による

(6.8.1)

10 軽量コンクリート

　・図示による(　　　　　)　　　・ 
打増し範囲
　　　・20mm　　　・ 
　・外装タイル後張り面の打増し処理
　　　・10㎜　　　・20mm　　　・ 
　・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)
　　　・20㎜　　　・ 
　・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)
打増し厚さ

  (打放し仕上げ部)
８ 打増し厚さ

　・普通エコセメントの場合（※図示による（　　　　　）　・　　　　　）

　・図示による（　　　　）　・　
スリーブの材種･規格等
　　　打増し範囲　・図示による（　　　　）　・　
　　　打増し厚さ　・20mm　・　
　　　適用箇所　　・図示による（　　　　）　・　
　・ＭＣＲ工法用シートの使用
　　　適用箇所　　・図示による（　　　　）　・　
　・断熱材を兼用した型枠の使用
　　　する場合は、強度、変形等について、事前に監督員と協議する。
　　　コンクリート打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用
　・合板（※12mm　・　　）Ｇ
せき板の材料及び厚さ (6.8.2)９ 型枠

(6.10.1、2)

(6.8.4)存置期間及び取外し

　　※共通仕様書7.4.2(1)による　・　

　　　　　試験の方法等　・図示による（　　　　　）　・　
　　　・行う（※すべり係数試験　・すべり耐力試験）

　すべり試験

(7.4.2)(7.12.5)

　　　・図示による（　　　　　）　・　
　　・ブラスト処理以外の特別な処理方法
　　・ブラスト処理（表面粗度50μm Rz以上）
　溶融亜鉛めっき面

　溶融亜鉛めっき以外
摩擦面の処理方法等

　・図示による（構造関係共通図(鉄骨標準図)1-1 縁端距離及びボルト間隔）
(7.3.2)ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・　

ボルトのねじの呼び　　・図示による（　　　　）　・　

・ ｃ種
・ ｂ種
・ ａ種

コンクリートの仕上りの平たんさ

適 用 箇 所種　別

※図示による（　　　　　）
※図示による（　　　　　）
※図示による（　　　　　）

建方(及び付属鉄骨)用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

　　　・共通仕様書 表18.3.1（　）種　 ・共通仕様書 表18.3.2（　）種　

　　　・共通仕様書 表18.3.1　Ａ種　　 ・　

　　　・共通仕様書 表18.3.2（　）種　 ・　

　　　・共通仕様書 表18.3.1（　）種　 ・　

　　　・共通仕様書 表18.3.1　Ａ種　　 ・　

　　※共通仕様書7.8.2(1)(ｱ)～(ｵ)以外の範囲

　　　※共通仕様書 表7.2.3による　　・　

・共通仕様書7.2.5(1)、(2)以外の溶接材料　
・共通仕様書7.2.5(1)、(2)による

　　・共通仕様書7.6.7(1)(ｶ)(b)②による　　・　

　　とする。外観試験の不合格箇所は、すべて共通仕様書7.6.13による補修を行い、

　※図示による（　　　　　）　　・　
適用箇所
　・　
　・図示による（構造関係共通図(鉄骨標準図)1-6）
補強形式22 梁貫通孔の補強

外観検査　　※行う　・行わない

(7.12.4)(表14.2.2)種別等

　 主要な部分に限る。）
　 びその他構造耐力上
 （基礎、主要構造部及
21 溶融亜鉛めっき

・Ｃ種
・Ｂ種
・Ａ種

適用部位材 料
の種別
亜鉛めっき

 最小板厚2.3mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板
 普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類
 最小板厚3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板
 最小板厚6.0mm以上の形鋼、鋼板

　・図示による（構造関係共通図(鉄骨標準図)1-1 縁端距離及びボルト間隔）
ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　種別　※Ａ種　・Ｂ種
　厚さ　・　

　種別　・Ａ種　・Ｂ種

　・図示による（　　　）　・　
構造用アンカーフレームの形状及び寸法

　・図示による（　　　）　・　
構造用アンカーボルトの形状及び寸法 (7.10.3)

　 設置
20 アンカーボルト等の

19 建方精度 ※JASS6 付則6［鉄骨精度検査基準］付表5［工事現場］による (7.10.2)

材料及び工法は、建築基準法に基づき定められたもの又は認定を受けたものとする

 ・耐火塗料

－

適用箇所（部位・部分）性能（耐火時間）材料・工法種 類

 　タル塗り
 ・ラス張りモル

 ・耐火材巻付け
・　
・高断熱ロックウール
・　
　カルシウム板
・繊維混入けい酸

 ・耐火材吹付け

 ・耐火板張り
・　
・　

・湿式ロックウール
・乾式吹付ﾛｯｸｳｰﾙ

・半乾式吹付ﾛｯｸｳｰﾙ

(7.9.2～8)種類、材料、工法等18 耐火被覆

(7.8.4)

(7.8.2)

　　　・　

　・耐火被覆材の接着する面へ塗装する場合の錆止め塗料

　・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る）

　・亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

　　屋内

　　屋外
　・鉄鋼面の錆止め塗料
塗料の種別

　　・図示による（　　　　　）　・　

　耐火被覆材の接着する面以外
　　・図示による（　　　　　）　　　 ・　
　耐火被覆材の接着する面
塗装の範囲17 錆止め塗装

(7.6.12)

　　※全数　　・　
　・工事現場溶接の場合
　　・全数　　・　

検査水準

節

　　AOQL(%)　　　※4.0　　・2.5
　・工場溶接の場合
完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

　・　
　　再試験する。

　　完全溶込み溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の試験箇所と同一
　・JASS 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、
JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する確認方法等

　　※抜き取り検査②
　・　

　　・抜き取り検査①
　・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」3.5.2 受入検査による
H12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等16 溶接部の試験

　 管理
　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部
　・図示による（　　　）
適用箇所15 入熱、パス間温度の

　　　・図示による（　　　　　）　　・　

スカラップの形状
　・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-4(4)改良型スカラップ）
　・　

　　低応力高サイクル疲労を受ける部位
　板厚が異なる場合の突合せ継手
完全溶込み溶接

(7.6.7)

　切断面の仕上げ
　　・　
　　　切断する。なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する。
　　・エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジ等の端から 5mm 以上残して直線上に
　切断範囲
　切断する場所　　・図示による（　　　　）　・　
エンドタブの切除する部分

　・　
　・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-2 溶接継手の種類別開先標準）
開先の形状 (7.6.4)14 溶接接合

　・図示による（　　　　　）　　・　
試験の要領

   技量付加試験
13 溶接技能者の (7.6.3)

(7.3.3)

　　・　
　　・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による
　食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法
　　※H12建告第1464号第二号イ(3)による　　・　
　アンダーカットの寸法
　　※H12建告第1464号第二号イ(2)による　　・　
　通しダイヤフラムの突合せ継手の食い違いの寸法
鉄骨の製作精度は、JASS 6 付則6.鉄骨精度検査基準に加えて、次による。12 製作精度

(7.2.9)11 柱底均しモルタル

スタッド溶接完了後、外観試験及び打撃曲げ試験を行う。

 ・22
 ・19
 ・16

適 用 箇 所呼び長さ（mm）呼 び 名

(7.2.8)(7.7.6)頭付きスタッド（JIS B 1198）の種類等10 スタッド

(7.2.7)(7.7.8)

　・あり（耐火時間　・図示による(　　　　　)　・ 　　　　　　）
耐火認定　

　・図示による（　　　　　）　　・　
鉄骨部材への溶接方法

　・図示による（　　　　　）　　・　
開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む）

備　考材質・形状・寸法適用箇所

　構法
　合成スラブとする
　コンクリートとの
・デッキプレートと
　単独の構法
・デッキプレート

材質、形状及び寸法９ 床構造用のデッキ
　 プレート

　・図示による（　　　　　）　・　
ねじの呼び
　　※割枠式　　　　　・　
　建築用ターンバックル胴
　　※羽子板ボルト　　・　
　建築用ターンバックル
種類 (7.2.6)

(7.2.5)

８ ターンバックル

　　材料及び使用箇所　　　・図示による(　　　　　　) 　・ 

溶接材料７ 溶接材料

(7.3.2)

(7.2.4)(7.10.3)

　・　

　　アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度
　　種類　・SS400 　・　
・建方用アンカーボルト（JIS G 3101）
　　種類　・ABR400　・ABR490　・　
・構造用アンカーボルト（JIS B 1220）６ アンカーボルト

戻り止め　　　　　　　※二重ナット　　　　　　　・　
座金　　　　　　　　　※ JIS B 1256 による　　　・　
ボルトのねじの呼び　　・図示による（　　　　）　・　

　・　
　・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト間隔）
ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

(7.2.3)(7.5.2)

　・　
　　　とする。ナットの種類は、六角ナット-Cとし、材料は鋼とする。）
　　　軸径の最大寸法は、ボルトの径の値以下とする。ナットの規格は、JIS B 1181
　　　する。ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。なお、呼び径六角ボルトの
　　（ボルトの種類は、呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルトとし、材料は鋼と

ボルト及びナットの材料５ 普通ボルト

特記仕様書（構造関係・その２）

(7.3.2)

担当主査主幹 図面No.工事名称

図面名称Ver.

日付副課長課長

都市整備部営繕課

彩の国　　 埼玉県
2022-3

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁
構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

S-002
2024.06.04

榎本 小野寺磐城 大橋 岡田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事
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GL-1.00mまで砕石。
以深、不均質な粘性土。

含水少ない。
φ 5～40mmの角礫～亜角礫主体。φ M
AX80mm程度。
マトリックスは粘土混じり 細砂～粗
砂。

含水多い。
φ 5～40mmの角礫～亜角礫主体。φ M
AX80mm程度。
マトリックスは細砂～粗砂。

含水少ない。
φ 5～30mmの角礫～亜角礫主体。φ M
AX40mm程度。
マトリックスは粘土混じり 細砂～中
砂。

GL-10.50m付近、玉石を混入。

ほぼ均質。含水・粘性中 位。

10

11

12

13

盛
土

暗
褐
灰
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81.10 2.60 4.00
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)
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ボ ーリ ン グ No

Noシ ート

月

進

掘

試

料

番

験標 準 貫 入 試

N 値

ボ ーリ ン グ No

ート

地

盤

勾

配

方

向

180°

0°

90°

0°

270°

180°

90°

0°

0°

0°
90°

180°

0°

90°

0°

270°

0°

90°

180°

0°

90°
0°

主 任 技 師 赤 松 武 治

No

ボ ー リ ン グ 名

発 注 機 関

調 査 業 者 名

2

N o . 2 調 査 位 置 入 間 市 高 倉 ４ 丁 目 地 内 北 緯 3 5 5 0 ' 0 6 . 5 2 "

東 経 1 3 9 2 ' 5 4 . 6 3 "埼 玉 県 都 市 整 備 部 営 繕 課 調 査 期 間 令 和 5 年 1 0 月 2 7日 ～ 5 年 1 0 月 3 1 日

現 場

代 理 人
細 川 廣 治

コ ア

鑑 定 者
細 川 ・ 古 谷 野

ボ リ ン グ

責 任 者
古 谷 野 拓

-( 株 ) ジ ェ ッ ク エ ン ジ ニ ア リ ン グ

電話 ( 0 4 8 - 6 8 2 - 2 6 0 2 )

孔 口 標 高

総 掘 進 長

H=

84.96m

 13.32m

試 錐 機 T O H O / D 0 - D
ハ ン マ ー

落 下 用 具
半 自 動 型

エ ン ジ ン Y A N M A R / N F D - 1 0 ポ ン プ K A N O / V - 6

使

用

機

種

角

度

シ

標

尺

(m)

標

高

(m)

層

厚

(m)

深

度

(m)

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

GL-0.05mまでアスファルト 。以深、

砕石。盛土 暗褐

ローム質土。
不均質。含水・粘性中 位。粘土 茶褐

灰

含水少ない。
φ 5～40mmの角礫～亜角礫主体。φ M
AX80mm程度。
マトリックスは粘土混じり 細砂～中
砂。

粘
土
混
じ
り
砂
礫

褐
灰

～

暗
褐
灰

含水多い。
φ 5～40mmの角礫～亜角礫主体。φ M
AX80mm程度。
マトリックスは細砂～中砂。

砂
礫

暗
褐
灰

含水少ない。
φ 5～30mmの角礫～亜角礫主体。φ M
AX40mm程度。
マトリックスは粘土混じり 細砂～中
砂。

粘
土
混

り
砂
礫

褐
灰

84.46

83.66

81.16

80.06

71.64

0.50

0.80

2.50

1.10

8.42

0.50

1.30

3.80

4.90

13.32
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3.75
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3.45
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10.44

11.15

11.45
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12.35
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位
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試 験 名
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試 料 採 取
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27
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30
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23
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ボーリング柱状図ボーリング柱状図ボーリング柱状図

調 査 名 ０５県住入間霞川団地地質・土質調査業務

事業・ 工事名

調 査 名 ０５県住入間霞川団地地質・土質調査業務

事業・ 工事名

調 査 名 ０５県住入間霞川団地地質・土質調査業務

事業・ 工事名

ボ ーリ ン グ No

シート No

ボ ー リ ン グ 名

発 注 機 関

調 査 業 者 名
( 株 )

孔 口 標 高

総 掘 進 長

リ

N o . 3 調 査 位 置 入 間 市 高 倉 ４ 丁 目 地 内 北 緯 3 5 5 0 ' 0 6 . 3 8 "

東 経 1 3 9 2 2 ' 5 5 . 2 5 "埼 玉 県 都 市 整 備 部 営 繕 課 調 査 期 間 令 和 5 年 1 0 月 2 5日 ～ 5 年 1 0 月 2 7日

ェ ッ ク エ ン ジ ニ ア リ ン グ

電話 ( 0 4 8 - 6 8 2 - 2 6 0 2 )
主 任 技 師 赤 松 武 治

現 場

代 理 人
細 川 廣 治

コ ア

鑑 定 者
細 川 ・ 古 谷 野

ボ ン グ

責 任 者
古 谷 野 拓

°

°

ージ

試 錐 機 T O H O / D O - D
ハ ン マ ー

落 下 用 具
半 自 動 型

エ ン ジ ン Y A N M A R / N F D - 1 0 ポ ン プ K A N O / V - 6
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3.70
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4.45

5.15

5.43

6.15

6.45
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10.35
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12.32
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13.35
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7

31
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5

30

15

30

23

30

43

30

50

28

34

30

50

26
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50

17

50
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5

15

23

43

54

34

58

75
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75

75

88

75

10

26

10

25

GL-0.06mまでコンクリ ート 。以深、

砕石。

ローム質土。含水・粘性中位。

含水少なく、粘性中位。φ 5～20mmの

礫を混入。

含水少ない。
φ 5～40mmの角礫～亜角礫主体。φ M
AX80mm程度。
マトリックスは粘土混じり 細砂～中
砂。

含水多い。
φ 5～40mmの角礫～亜角礫主体。φ M
AX80mm程度。マトリックスは細砂～
中砂。

含水少ない。
φ 5～30mmの角礫～亜角礫主体。φ M
AX80mm程度。
マトリックスは粘土混じり 細砂～中
砂。

含水少ない。
φ 5～50mmの角礫～亜角礫主体。ダ
イヤで150mmのコアを抜く 。

含水少ない。
φ 5～30mmの角礫～亜角礫主体。φ M
AX40mm程度。
マトリックスは粘土混じり 細砂～中
砂。
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土質柱状図調査位置図（A3版　50％縮小）

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

設  計

担  当

製  図

埼玉県都市整備部営繕課
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

工事名称

図面名称

no scale

製作年月日

縮      尺
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4

【設計レベルの整理】

設計GL±0＝84.40＝KBM±0

1SL＝設計GL+900

1FL＝1SL+105

ボーリングNo.1　孔口標高＝85.10＝GL+700

ボーリングNo.2　孔口標高＝84.96＝GL+560

ボーリングNo.3　孔口標高＝84.86＝GL+460

【孔口標高と設計GLの関係】

°°

°
°

▽基礎下端

▽地盤改良下端

▽地盤改良下端

5
,3

00

2,
85

0
1,

65
0

80
0

2024.06.04

小野寺磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事
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図面番号

S -

工事名称

地層想定断面図

図面名称

埼玉県都市整備部営繕課
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

設  計

担  当

製  図

設計GL±0＝84.40＝KBM±0

1SL＝設計GL+900

1FL＝1SL+105

ボーリングNo.1　孔口標高＝85.10＝GL+700

ボーリングNo.2　孔口標高＝84.96＝GL+560

ボーリングNo.3　孔口標高＝84.86＝GL+460

ボーリングNo.1　支持層標高＝79.20＝GL-5,200

ボーリングNo.2　支持層標高＝80.06＝GL-4,340

ボーリングNo.3　支持層標高＝80.01＝GL-4,390

【置換部分の特記事項】
1.    置換部分は、「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針（日本建築センター）」

【孔口標高と設計GLの関係】

【支持層(Dg)標高と設計GLの関係】

86.00 86.00

85.00 85.00
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77.00 77.00

76.00 76.00

75.00 75.00

74.00 74.00

73.00 73.00

72.00 72.00

71.00 71.00
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84.96
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43

50/28

34

50/26

50/20
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50/20

84.86

84.41

83.96

83.31

81.11

80.01

74.36

73.36

71.51

Ag1

Ag2

B

Ac

Ag1

Ag2

Dg

B

No.1 No.2 No.3

Ｎ値
Ｎ値

Ｎ値85.10

83.70

81.10

79.20

72.30

71.65

距離(m)

H=1:200、V=1:100

H=85.10m
dep = 13.45 m

H=84.96m
dep = 13.32 m

H=84.86m
dep = 13.35 m

■一級建築士大臣登録第296660号   木　村　　泰　士

特記事項

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（7）第１８４０号

製作年月日

縮      尺

no scale
（A3版　50％縮小）

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

【設計レベルの整理】

Dg

Dc

標高(m) 標高(m)

2024.06.04

　　　に基づく地盤改良工法（スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法）とする。

      ただし、ボーリングNo.1側は深くなっているので、GL-5,300までとする。

      レベル設定とし、工事監理者の承認を得ること。

2.    固化材は六価クロム抑制低発塵型セメント系固化材とする。

3.    設計地耐力はLσe＝400kN/m2とする。

4.    設計基準強度はFc＝1,200kN/m2とする。

5.    過去の近隣建物設計に於いて、GL-4,500の支持層まで置換部分としている。

6.    今回計画建物でも基本的に、GL-4,500までの置換部分とする。

7.    支持層の傾斜は不正確であるから、実際の施工時に支持層表層を100程度掘削する

小野寺榎　本 磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事
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工事名称 図面番号設  計

担  当 図面名称

製  図 S -

手摺壁　W12A

（　）内の数値は SLから梁躯体天端までを示す。

壁　W15

* 印の寸法は意匠図による。

水平スリットは軸組図による。(間隔 25)

小梁位置は施工図により調整すること。

床段差位置は施工図により調整すること。

水勾配 50mm以上の場合は補強筋を計画する。

　　　増打ちを示す。

　　　スラブ短辺方向を示す。

　　　床躯体天端 SL±0　 梁躯体天端 SL-200

　　　床躯体天端 SL-195　梁躯体天端 SL-200

片持スラブ水勾配は詳細図による。

　印は鉛直スリットを示す。(間隔 25)

　２．

　３．

　４．

　５．

　６．

　７．

　８．

　９．

１０．

１１．

１２．

記事（特記無き限り）

　印は手摺壁と柱・壁を接合しない。

1SL=GL+900　１．

１３．

　　　床躯体天端 SL-50 　梁躯体天端 SL-200

　　　天端水勾配増し打ち

エントランスホール水勾配は意匠図による。１４．

　１．

　２．

　３．

　４．

　５．

　６．

記事（特記無き限り）

* 印の寸法は意匠図による。

小梁位置は施工図により調整すること。

　　　増打ちを示す。

　　　基礎天端 GL-1,350=1SL-2,250、基礎下端 GL-2,850=1SL-3,750

土間コンクリートはS-029図による。

    印は人通孔600φを示す。ア

詳細寸法は意匠図による。

　　　梁躯体天端 1SL-200

（　）内の数値は 1SLから梁躯体天端までを示す。

　　　基礎天端 GL-350=1SL-1,250、基礎下端 GL-1,550=1SL-2,450

　　　基礎天端 GL+890=1SL-10、基礎下端 GL-150=1SL-1,050

　　　基礎天端 GL-850=1SL-1,750、基礎下端 GL-1,350=1SL-2,250

　７．　　　置換部分を示し、平面寸法は特記無き限り基礎+200mmとする。

　８．置換部分下端レベルはS-008図特記によるレベル設定とし

工事監理者の承認を得ること。

　９．躯体、捨てコンクリート、置換部分の位置関係は、特記無き限り下図による。

躯体

捨てコンクリート

置換部分

200

100 100

50

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

埼玉県都市整備部営繕課

基礎伏図、1階床梁伏図
1/100 (A3=1/200)

製作年月日

縮      尺

（A3版　50％縮小）

課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（7）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第296660号   木　村　　泰　士

特記事項
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1階床梁伏図

(見下実線図)

基礎伏図

(見下図)

2024.06.04

段部：K1
段部：K1

小野寺榎　本 磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事



012

図面番号埼玉県都市整備部営繕課

S -

記事（特記無き限り）

手摺壁　W12A

* 印の寸法は意匠図による。

水勾配 50mm以上の場合は補強筋を計画する。

　印はスリットを示す。(間隔 25)

　１．

　４．

　５．

　６．

　２．

　　　増打ちを示す。　３．

    印は人通孔600φを示す。　７．ア

　８．　　　置換部分を示す。

Y1通り軸組図

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

■一級建築士大臣登録第296660号   木　村　　泰　士

課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当
設  計

担  当

製  図
1/100 (A3=1/200)

製作年月日 工事名称

（A3版　50％縮小）

X1 X2

1SL

設計GL

2SL

3SL

4SL

5SL

6SL

7SL

基礎下端

X3 X4 X5 X6

RSL(水下)

最高高さ
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G2 G3 G4 G4

G2 G3 G4 G4

置換下端

F1CF1 CF1

FG1 FG2 FG3 FG4 FG4 FG1

RW25

置換部分下端レベルはS-008図特記による

レベル設定とし、工事監理者の承認を得ること。
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■一級建築士事務所埼玉県知事登録（7）第１８４０号

特記事項

壁　W15

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

図面名称縮      尺

Y1通り軸組図

2024.06.04

小野寺榎　本 磐　城 大　橋 岡　田
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013

図面番号

S -Y2通り軸組図

埼玉県都市整備部営繕課
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

1/100 (A3=1/200)

製作年月日
設  計

担  当
縮      尺

製  図
（A3版　50％縮小）

工事名称

図面名称

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

記事（特記無き限り）

手摺壁　W12A

壁　W15

* 印の寸法は意匠図による。

水勾配 50mm以上の場合は補強筋を計画する。

　印はスリットを示す。(間隔 25)

　１．

　４．

　５．

　６．

　２．

　　　増打ちを示す。　３．

    印は人通孔600φを示す。　７．ア

　８．　　　置換部分を示す。
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RW25

置換下端
置換部分下端レベルはS-008図特記による

レベル設定とし、工事監理者の承認を得ること。
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■一級建築士事務所埼玉県知事登録（7）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第296660号   木　村　　泰　士

特記事項

Y2通り軸組図

C4

2024.06.04

小野寺榎　本 磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事



1/100 (A3=1/200)

製作年月日

縮      尺

（A3版　50％縮小） 014

図面番号

S -
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置換下端
置換部分下端レベルはS-008図特記による

レベル設定とし、工事監理者の承認を得ること。
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構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

X1～X3通り軸組図

工事名称

図面名称

記事（特記無き限り）

手摺壁　W12A

* 印の寸法は意匠図による。

水勾配 50mm以上の場合は補強筋を計画する。

　印はスリットを示す。(間隔 25)

　１．

　４．

　５．

　６．

　２．

　　　増打ちを示す。　３．

    印は人通孔600φを示す。　７．ア

　８．　　　置換部分を示す。

課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当
設  計

担  当

製  図

埼玉県都市整備部営繕課特記事項

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（7）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第296660号   木　村　　泰　士

X2通り軸組図 X3通り軸組図

最高高さ

X1通り軸組図

壁　W15

2024.06.04

小野寺榎　本 磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事
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図面番号

S -
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置換部分下端レベルはS-008図特記による

レベル設定とし、工事監理者の承認を得ること。
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1
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5
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5
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5
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5
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5

1
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X4通り軸組図 X5通り軸組図 X6通り軸組図 X7通り軸組図

課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当
設  計

担  当

製  図
1/100 (A3=1/200)

製作年月日 工事名称

図面名称縮      尺

（A3版　50％縮小） X4～X7通り軸組図

埼玉県都市整備部営繕課

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

記事（特記無き限り）

手摺壁　W12A

壁　W15

* 印の寸法は意匠図による。

水勾配 50mm以上の場合は補強筋を計画する。

　印はスリットを示す。(間隔 25)

　１．

　４．

　５．

　６．

　２．

　　　増打ちを示す。　３．

    印は人通孔600φを示す。　７．ア

　８．　　　置換部分を示す。

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（7）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第296660号   木　村　　泰　士

特記事項

2024.06.04

小野寺榎　本 磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事
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■一級建築士事務所埼玉県知事登録（7）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第296660号   木　村　　泰　士

特記事項 埼玉県都市整備部営繕課

基礎リスト
1/40（A3=1/80）

製作年月日 工事名称
設  計

担  当 図面名称縮      尺

製  図
（A3版　50％縮小） 016

図面番号

S -

基礎リスト
F1,F2,CF1,CF2

記事（特記無き限り）  d：基礎筋(下端筋)の径　do：はかま筋(上端筋)の径

F3 F4符　号

断　面

課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

CF1,CF2 F1,F2

CF1,CF2 F1,F2

Y2Y1

Y2Y1

X1

CF1,CF2F1,F2

F1,F2

Y1 Y2

Y1 Y2

X7

CF1,CF2

1SL

GL

Y1

FG天端

D13@200

D16@200

FG1下端筋

CF1にL2曲げ上げ定着

D16@200

D19@200

置換部分

Y2

FG天端

D13@200

D16@200

FG1下端筋

CF2にL2曲げ上げ定着

D16@200

D19@200

置換部分

FG1 FG1
RW25

W12A

Ｙ

Ｘ

捨てコンクリート 50 捨てコンクリート 50
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52
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20
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0
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0
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筋

）
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上

げ

定
着

(F
G
1下

端
筋

）

75
52

5

6
00

1,
20
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0
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0
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0
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0
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筋

）
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0
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5
0

L2 L2

1SL

GL D16@200

D16@200
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置換部分

KW20

RW20

KW20

FB4

Ｙ

Ｘ

Ｙ

Ｘ

2,615x3,365
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KW
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D
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捨
て

コ
ン

ク
リ

ー
ト

 
50

砕
石

 6
0

R
W2

5

置
換
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7
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x
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コ
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ー
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9
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0
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6
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0
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0

※
2

※
1

1,
55

0

1,
2
00

3
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上端筋　D16@200

下端筋　D16@200

上端筋表示　下端筋表示

上
端

筋
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0
0

下
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2
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9
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下端筋　D16@200

上端筋表示　下端筋表示
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0
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置換部分
1,600x2,000

6-D13
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1-D13

6-D16
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FG天端FB4

捨てコンクリート 50
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2
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筋
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下
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上端筋　6-D13

下端筋　6-D16

上端筋表示　下端筋表示

90
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※
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※
1

1,
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2,
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50

20
0

250

125 125

20
d
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o

200

100100
50

F5 はかま筋・下端筋の定着長さ、重ね継手長さ、余長

1 下端筋に立上がりがない場合 2 下端筋に立上がりがある場合 3 偏心基礎基端側の定着 外周部の重ね継手

置換部分下端レベルについて

リスト中の※1（置換部分高さ）、※2（置換部分下端レベル）については

S-008図特記によるレベル設定とし、工事監理者の承認を得ること。

F1断面図 F2断面図

上端筋平面配筋図

下端筋平面配筋図

2024.06.04
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図面番号

S -

基礎梁リスト
符　号

位　置

1階

上端筋

下端筋

あばら筋

腹　筋

備　考

20-D13 10-D13 10-D1320-D13 20-D13 20-D13

-D13-@200 -D13-@200 -D13-@200-D13-@200 -D13-@200 -D13-@200

6-D29

10-D29

4-D29

4-D29

4-D29

4-D29

8-D29

16-D29

12-D29

16-D29

6-D29

12-D29

FG1 FG11 FG12FG2 FG3 FG4

全断面 全断面 全断面全断面 全断面 全断面

600

35
5
0

400

2
0
50

400

2
0
50

600

35
5
0

600

35
5
0

600
35

5
0

6

6
4

4

4

4

46

6
6

2

4

6

6
6

6

4

6

6
6

300

2
,0

5
0

300 250

FB3

両　端 中　央

1
,8

5
0

2

2

2

2
2

2

2

2

2
2

2 2

2 2

符　号

位　置

上端筋

下端筋

あばら筋

腹　筋

備　考

1

FB2

両　端 中　央

FB1

両　端 中　央

1階

1SL

20
0

20
0

20
0

20
0

20
0

20
0 1SL

20
0

20
0

4
0
0

2
,0

5
0

250

2

2

2

2

FB4

両　端 中　央

20
0

2
,2

5
0

全断面

FB5

2-D22

2-D22 4-D22

2-D22

10-D13

-D13-@200

2-D22

2-D22 4-D22

2-D22

10-D13

-D13-@200

2-D22

2-D22 3-D22

2-D22

10-D13

-D13-@200

2-D22

2-D22 3-D22

2-D22

12-D13

-D13-@200

2-D22

2-D22

12-D13

-D13-@200

250

2

2

20
0

2
,2

5
0

1

基礎小梁リスト

1．巾止筋はD10@1,000以内とする。
2. 基礎梁(FG)、基礎片持梁(FCG)、基礎小梁(FB)は、捨てコンクリート50、

3. 主筋の上下関係はS-025図による。
4. あばら筋の形は配筋標準図、図5.5とする。
5. 土圧を受ける基礎梁(FG)、基礎片持梁(FCG)、基礎小梁(FB)の腹筋 は、
　 柱または直交部材にL2定着とする。

特記事項

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（7）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第296660号   木　村　　泰　士

埼玉県都市整備部営繕課
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

設  計

担  当

製  図
1/40（A3=1/80）

製作年月日 工事名称

図面名称縮      尺

（A3版　50％縮小） 基礎梁・基礎小梁リスト

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

記事（特記無き限り）

2024.06.04

　 砕石地業60とする。但しFG1～4は砕石無し。

6. FG1の外端部下端筋は基礎突きあたりまで延長し、L2曲げ上げとする。
   (S-016図のうち　CF1,CF2図参照)

小野寺榎　本 磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事
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S -

特記事項 製作年月日 工事名称 図面番号埼玉県都市整備部営繕課 設  計
課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

担  当 図面名称縮      尺■一級建築士事務所埼玉県知事登録（7）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第296660号   木　村　　泰　士
製  図

（A3版　50％縮小）

1/40（A3=1/80）

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

柱心図、柱リスト

符　号

3F階

主　筋

帯　筋

備　考

符　号

2F階

主　筋

帯　筋

備　考

符　号

1F階

主　筋

帯　筋

備　考

C1

900

7
00

-D13-@100

C2

900

7
00

16-D25

-K13-@100

C3

900

7
00

-D13-@100

C4

800

11
5
0

20-D25

-K13-@100

C1

900

7
00

18-D25

-D13-@100

C2

900

7
00

18-D25

-K13-@100

C3

900

7
00

18-D25

-D13-@100

C4

800

1
1
5
0

20-D25

-K13-@100

C1

900

70
0

18-D29

-K13-@100

C2

900

70
0

18-D25

-K13-@100

C3

900

70
0

18-D29

-K13-@100

C4

800

1
1
5
0

20-D25

-K13-@100

符　号

6F階

主　筋

帯　筋

備　考

符　号

5F階

主　筋

帯　筋

備　考

符　号

4F階

主　筋

帯　筋

備　考

C1

900

7
00

14-D22

-D13-@100

C2

900

7
00

14-D22

-D13-@100

C3

900

7
00

14-D22

-D13-@100

C4

800

11
5
0

20-D22

-D13-@100

C1

900

7
00

14-D22

-D13-@100

C2

900

7
00

14-D22

-D13-@100

C3

900

7
00

14-D22

-D13-@100

C4

800

1
1
5
0

20-D22

-D13-@100

C1

900

70
0

14-D22

-D13-@100

C2

900

70
0

14-D25

-K13-@100

C3

900

70
0

14-D22

-D13-@100

C4

800

1
1
5
0

20-D22

-K13-@100

符　号

7F階

主　筋

帯　筋

備　考

C1

900

7
00

14-D22

-D13-@100

C2

900

7
00

14-D22

-D13-@100

C3

900

7
00

14-D22

-D13-@100

C4

800

11
5
0

20-D22

-D13-@100

記事（特記無き限り）

1.　帯筋の形状は配筋標準図、図 6.3 ① H 形とする。

2.　各階の仕口帯筋は配筋標準図、図 6.3 ① H 形とする。

　　各階の仕口帯筋は □-D13@100 とする。

3.　基礎梁仕口帯筋は配筋標準図、図 6.3 ① H 形とする。

　　基礎梁仕口帯筋は □-D13@100 とする。

柱リスト

柱心図
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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7
0
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1
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1
5
0
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1
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5
0
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7
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1
,
0
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1
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1
5
0
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7
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1
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1
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1
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0
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Y1
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8
,8

00
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X
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4

5

4
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4
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4
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6 6 88

8 8
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8 8

4
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4.　帯筋K13は785級の材質とする。（KW785相当品）

2024.06.04
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図面番号

S -

RSL

D16D16

-D13@200

RSL+210

RB
RG12

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Ｙ

Ｘ

Y1

Y2

1SL

設計GL

Y1

Y2

F2

F1

FG11

FG12

D13@200ダブル

2-D25

C

釜場

600x600xH500

1SL-2,030

溝底水上

1SL-1,950

1SL-2,050 1SL-2,050
側溝水勾配1/100溝底水下

1SL-2,250

1SL-2,150

1SL-2,250

土間コンクリート　厚さ150　D10@200両方向シングル

FG、FB、RW接続部D10＠200（L=600）

1SL

設計GL

基礎下端 F2

FG

S9

Y2

D13@200

RW25

D13@200

D13@200
3-D13

1-D13

1-D13

L2

L3

2
10

60
0 6
50L
2

STP.   -D13@200

1
0

3,600 5,0003,600 3,600

1,
5
00

9
40

1
,
00

0
2,

6
25

9
40

2,400

870 1,045

5,
2
60

1,915 3,400

1,775 1,775
9
00

1,
3
50

1
,
50

0

L2
L
2

L
2

150

9
00

2
,
85

0

1,500

1,
3
50

1
,
50

0

250

190 60

25
0

2
8
5

351,200

38,200

6,200 7,200 6,2005,0005,0008,600

8
,
80

0

1,050

L2

L2
L2

L
2

FG11、FG12端部詳細図 F2、RW25取り合い部詳細図

屋根小梁端部納まり詳細図 土間コンクリート伏図 S=1/100

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（7）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第296660号   木　村　　泰　士

特記事項

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

各部配筋図（３）
1/50 (A3=1/100)

製作年月日 工事名称

図面名称縮      尺

（A3版　50％縮小）

設  計

担  当

製  図

課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

埼玉県都市整備部営繕課

EW18

2024.06.04

小野寺榎　本 磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事



０５県住入間霞川団地地盤改良工事

岡　田大　橋磐　城榎　本 小野寺

2024.06.04

7
．

増
打

の
配

筋
は

、
S
-
0
2
4
図

に
よ

る
。

増
打
6
0

F
1

C
F
1

-D13-@100

X
7

L2

各
7
-
D2
5

各
2
-
D2
5

各
7
-
D
25

各
2
-
D
25

各
7
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

各
7
-
D
25

各
2
-
D
25

各
6
-
D2
5

各
2
-
D2
5

各
6
-
D
25

各
2
-
D
25

各
5
-
D
2
5

各
2
-
D
2
5

各
5
-
D
25

各
2
-
D
25

各
5-
D
2
2

各
2-
D
2
2

各
5
-
D
22

各
2
-
D
22

各
5-
D
2
2

各
2-
D
2
2

各
5
-
D
22

各
2
-
D
22

各
5-
D
2
2

各
2-
D
2
2

各
5
-
D
22

各
2
-
D
22

各
7
-
D2
9

各
2
-
D2
9

各
7
-D
2
5

各
2
-D
2
5

各
5
-D
2
5

各
2
-D
2
5

各
5-
D
2
2

各
2-
D
2
2

各
5-
D
2
2

各
2-
D
2
2

各
5-
D
2
2

各
2-
D
2
2

4
G
1

5
G
1

4
5
0

2
0d

2
0
d

1
/
2
・
L
o

1
5
d

1/
4
・
L
o

1
5
d

4
50

1
/
4
・
Lo

20
d

5
-
D
2
5

1
-
D
25

4-
D
2
5

5-
D
2
5

1
-
D
2
5

4
-
D2
5

5
-
D2
5

5
-
D2
5

6
-
D
2
5

1
-
D
25

6-
D
2
5

1
-
D
2
5

6
-
D2
5

6
-
D2
5

6
-
D
2
5

3
-
D
25

6-
D
2
5

3
-
D
2
5

6
-
D2
5

6
-
D2
5

6
-
D
2
5

4
-
D
25

6-
D
2
5

4
-
D
2
5

6
-
D2
5

6
-
D2
5

2
-
D
25

6
-
D
25

6
-
D
2
5

5
-
D
25

2
-
D
2
5

6
-
D
2
5

6-
D
2
5

5
-
D
2
5

6
-
D2
5

6
-
D2
5

5
-
D
2
5

6
-
D
2
5

6-
D
2
5

5
-
D
2
5

5
-
D
25

6
-
D
25

6
-
D
2
5

5
-
D
25

6
-
D2
5

6
-
D2
5

4-
D
2
9

6-
D
2
9

4
-
D
2
9

6
-D
2
9

6
-D
2
9

6
-
D
2
9

2
-
D
29

5
-
D
25

6
-
D
25

6
-
D
2
5

5
-
D
25

5
-
D
2
5

6
-
D
2
5

6-
D
2
5

5
-
D
2
5

6
-
D2
5

6
-
D2
5

6
-
D
29

4
-
D2
5

6
-
D
25

6
-
D
25

4
-
D
25

4
-
D
2
5

6-
D
2
5

6-
D
2
5

4-
D
2
5

6
-
D
2
5

6
-
D
2
5

4
-
D
2
5

6-
D
2
5

6-
D
2
5

4-
D
2
5

4
-
D2
5

6
-
D
25

6
-
D2
5

4
-
D2
5

6
-
D
2
5

6
-
D
2
5

3
-
D
2
5

6-
D
2
5

6-
D
2
5

4-
D
2
5

3
-
D2
5

6
-
D
25

6
-
D2
5

4
-
D2
5

6
-
D
2
5

6
-
D
2
5

1
-
D2
5

6
-
D
25

1
-
D
25

6
-
D
25

6-
D
2
5

3
-
D
2
5

6
-
D2
5

3
-
D2
5

6
-
D
2
5

6
-
D
2
5

5
-
D
25

6-
D
2
5

1
-
D
2
5

5
-
D
2
5

6
-
D2
5

1
-
D2
5

5
-
D
2
5

6
-
D
2
5

4
-
D
2
5

5
-
D
2
5

HOOP
※1

HOOP
※1

HOOP
※1

HOOP
※1

HOOP
※1

HOOP
※1

HOOP
※1

HOOP
※1

HOOP
※1

HOOP
※1

HOOP
※1

HOOP
※1

HOOP
※1

HOOP
※1

90
0

9
0

8
10

9
0
0

45
0

45
0

配
筋
は
図
示
省
略

HOOP
※2

850

HOOP
※1

850

HOOP
※1

850

HOOP
※1

800

HOOP
※1

2
-
D
10

2-
D
1
0

2
-
D
10

2-
D
1
0

2
-
D
10

2-
D
1
0

2
-
D
10

2-
D
1
0

2
-
D
10

2-
D
1
0

2
-
D
10

2-
D
1
0

2
-
D
10

2-
D
1
0 2
-D
1
3
 
※

2
-D
1
3
 
※

2
-D
1
3
 
※

2
-D
1
3
 
※

2
-D
1
3
 
※

2
-D
1
3
 
※

2
-D
1
3
 
※

2
-
D
1
3
 ※

2
-
D
1
3
 ※

2
-
D
1
3
 ※

2
-
D
1
3
 ※

2
-
D
1
3
 ※

2
-
D
1
3
 ※

2
-
D
1
3
 ※

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
2
0
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
2
0
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
1
5
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
2
0
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
1
0
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
1
5
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
1
0
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
1
0
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
1
0
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
1
0
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
1
0
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
1
0
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
1
0
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
1
0
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
2
0
0

ST
P
.
 
　
-D
1
3
@
2
0
0

X
3

X
2

X
1

□-D13-@100

□-D13-@100

□-D13-@100

□-D13-@100

□-D13-@100

□-D13-@100

-D13-@100

□-D13-@100

-K13-@100

-K13-@100

□-D13-@100

-K13-@100

-K13-@100

□-D13-@100

-K13-@100

-K13-@100

-D13-@100

-K13-@100

-K13-@100

-K13-@100

R
G
2

R
G
1

7
G
2

7
G
1

6
G
2

6
G
1

5
G
2

4
G
2

3
G
2

3
G
1

2
G
2

2
G
1

F
G
2

F
G
1

7
C
2

7
C
2

7
C1

6
C
2

6
C
2

6
C
1

5
C
2

5
C
2

5
C
1

4
C
2

4
C
2

4
C
1

3
C
2

3
C
2

3
C1

2
C
2

2
C
2

2
C
1

1
C
2

1
C
2

1
C
1

R
S
L(
水
下
)

7
S
L

6
S
L

5
S
L

4
S
L

3
S
L

2
S
L

設
計
G
L

1
S
L

基
礎
下
端

2
0
d

1/
2
・
L
o

1
5d

8
1
0

1
/
4
・
Lo

3
-
D
2
5

4
-
D
2
5

各
5
-
D
2
2

各
2
-
D
2
2

9
0
0

4
5
0

45
0

690

HOOP
※1

800

HOOP
※1

800

HOOP
※1

1
5d

4
50

1
/
4
・
L
o

(S
-
0
3
3
図
参
照
）

柱
頭
補
強
筋

L2

L2

Y
1通

り
ラ

ー
メ

ン
配

筋
図

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

特記事項

■一級建築士大臣登録第296660号   木　村　　泰　士

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（7）第１８４０号

S -製  図

担  当

担　当主　査主　幹副課長課　長
設  計埼玉県都市整備部営繕課 図面番号

030ラーメン配筋図

 
　

柱
内

定
着

L
2
と

す
る

。

6
．

※
付

で
土

に
接

す
る

基
礎

梁
の

腹
筋

は
、

重
ね

継
手

L
1
、

5
．

幅
止

め
筋

は
、

D
1
0
@
1
0
0
0
以

内
と

す
る

。

4
．

大
梁

腹
筋

は
2
-
D
1
0
と

し
、

基
礎

梁
腹

筋
は

2
-
D
1
3
と

す
る

。

 
　

形
状

は
配

筋
標

準
図

、
図

 
6
.
3
 
①

 
H
 
形

と
す

る
。

3
．

※
2
は

基
礎

梁
仕

口
帯

筋
範

囲
を

示
し

、
□

-
D
1
3
@
1
0
0
、

 
　

形
状

は
配

筋
標

準
図

、
図

 
6
.
3
 
①

 
H
 
形

と
す

る
。

2
．

※
1
は

仕
口

帯
筋

範
囲

を
示

し
、

□
-
D
1
3
@
1
0
0
、

1
．

帯
筋

の
形

状
は

配
筋

標
準

図
、

図
 
6
.
3
 
①

 
H
 
形

と
す

る
。

記
事

（
特

記
無

き
限

り
）

（A3版　50％縮小）

縮      尺 図面名称

工事名称製作年月日

1/40（A3=1/80）

1
9
5
0

1
9
5
0

1
9
5
0

1
9
5
0

1
9
5
0

1
9
5
0

1
9
5
0

1
9
5
0

1
9
5
0

1
9
5
0

2850

3550

3
8
,
2
0
0

60

200

200

200

2850 2900 2900 2950 2950 2950

21300

900

7
2
0
0

6
2
0
0

2900



031

図面番号

S -

手摺壁　W12A

（　）内の数値は SLから梁躯体天端までを示す。

壁　W15

* 印の寸法は意匠図による。

水平スリットは軸組図による。(間隔 25)

小梁位置は施工図により調整すること。

床段差位置は施工図により調整すること。

水勾配 50mm以上の場合は補強筋を計画する。

　　　増打ちを示す。

　　　スラブ短辺方向を示す。

　　　床躯体天端 SL±0　 梁躯体天端 SL-200

　　　床躯体天端 SL-195　梁躯体天端 SL-200

片持スラブ水勾配は詳細図による。

　印は鉛直スリットを示す。(間隔 25)

　２．

　３．

　４．

　５．

　６．

　７．

　８．

　９．

１０．

１１．

１２．

記事（特記無き限り）

　印は手摺壁と柱・壁を接合しない。

1SL=GL+900　１．

１３．

　　　床躯体天端 SL-50 　梁躯体天端 SL-200

　　　天端水勾配増し打ち

エントランスホール水勾配は意匠図による。１４．

　１．

　２．

　３．

　４．

　５．

　６．

記事（特記無き限り）

* 印の寸法は意匠図による。

小梁位置は施工図により調整すること。

　　　増打ちを示す。

　　　基礎天端 GL-1,350=1SL-2,250、基礎下端 GL-2,850=1SL-3,750

土間コンクリートはS-029図による。

    印は人通孔600φを示す。ア

詳細寸法は意匠図による。

　　　梁躯体天端 1SL-200

（　）内の数値は 1SLから梁躯体天端までを示す。

　　　基礎天端 GL-350=1SL-1,250、基礎下端 GL-1,550=1SL-2,450

　　　基礎天端 GL+890=1SL-10、基礎下端 GL-150=1SL-1,050

　　　基礎天端 GL-850=1SL-1,750、基礎下端 GL-1,350=1SL-2,250

　７．　　　置換部分を示し、平面寸法は特記無き限り基礎+200mmとする。

　８．置換部分下端レベルはS-008図特記によるレベル設定とし

工事監理者の承認を得ること。

　９．躯体、捨てコンクリート、置換部分の位置関係は、特記無き限り下図による。

また、両端曲げ降伏時の計算にはスラブ筋（10-D13）を考慮する。

原則として梁貫通孔の補強は認定工法による。

補強計算は両端曲げ降伏時のせん断力によるものとし、指定された長期せん断力を考慮すること。

貫通孔の表示は躯体の実径を示す。

（－＊＊＊）内の数値はSLからの下がり寸法を示す。

　２．

　３．

　４．

記事（特記無き限り）

貫通孔位置は意匠図および設備図を参照し、躯体図を作成の上で監督員の承諾を得ること。　１．

　５．    印は人通孔600φを示す。ア

    印は上部通気孔75φを示す。イ

    印は通水管150φ(半割)を示す。ウ

    印は通気孔150φを示す。エ

躯体

捨てコンクリート

置換部分

200

100 100
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1.　原則として基礎梁の貫通孔は基礎伏図貫通図に示す。
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製作年月日
設  計
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製  図
（A3版　50％縮小）

埼玉県都市整備部営繕課

2階床梁伏図、3～6階床梁伏図 貫通図

3～6階床梁伏図 貫通図

(見下実線図)

2階床梁伏図 貫通図

(見下実線図)
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手摺壁　W12A

（　）内の数値は SLから梁躯体天端までを示す。

壁　W15

* 印の寸法は意匠図による。

水平スリットは軸組図による。(間隔 25)

小梁位置は施工図により調整すること。

床段差位置は施工図により調整すること。

水勾配 50mm以上の場合は補強筋を計画する。

　　　増打ちを示す。

　　　スラブ短辺方向を示す。

　　　床躯体天端 SL±0　 梁躯体天端 SL±0

　　　床躯体天端 SL-195　梁躯体天端 SL-195

片持スラブ水勾配は詳細図による。

　印は鉛直スリットを示す。(間隔 25)

　１．

　２．

　３．

　４．

　５．

　６．

　７．

　８．

　９．

１０．

１１．

１２．

手摺壁　W12A

（　）内の数値は SLから梁躯体天端までを示す。

壁　W15

* 印の寸法は意匠図による。

水平スリットは軸組図による。(間隔 25)

小梁位置は施工図により調整すること。

床段差位置は施工図により調整すること。

水勾配 50mm以上の場合は補強筋を計画する。

　　　増打ちを示す。

　　　スラブ短辺方向を示す。

　　　床躯体天端 SL±0　 梁躯体天端 SL±0

　　　床躯体天端 SL-195　梁躯体天端 SL-195

片持スラブ水勾配は詳細図による。

　印は鉛直スリットを示す。(間隔 25)

　１．

　２．

　３．

　４．

　５．

　６．

　７．

　８．

　９．

１０．

１１．

１２．

記事（特記無き限り）

記事（特記無き限り）

　印は手摺壁と柱・壁を接合しない。

　印は手摺壁と柱・壁を接合しない。

エントランスホール屋根スラブ水勾配は意匠図による。１３．

　　　床躯体天端 SL-70 　梁躯体天端 SL-60

　　　天端水勾配増し打ち

また、両端曲げ降伏時の計算にはスラブ筋（10-D13）を考慮する。

原則として梁貫通孔の補強は認定工法による。

補強計算は両端曲げ降伏時のせん断力によるものとし、指定された長期せん断力を考慮すること。

貫通孔の表示は躯体の実径を示す。

（－＊＊＊）内の数値はSLからの下がり寸法を示す。

　２．

　３．

　４．

記事（特記無き限り）

貫通孔位置は意匠図および設備図を参照し、躯体図を作成の上で監督員の承諾を得ること。　１．

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁
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（　）内の数値は SLから梁躯体天端までを示す。

* 印の寸法は意匠図による。

小梁位置は施工図により調整すること。

床段差位置は施工図により調整すること。

水勾配 50mm以上の場合は補強筋を計画する。

　　　増打ちを示す。

　　　スラブ短辺方向を示す。

　　　床躯体天端 SL±0 　 梁躯体天端 SL±0

設備基礎位置は意匠図による。

　１．

　２．

　３．

　４．

　５．

　６．

　７．

　８．

１０．

手摺壁　W12A

（　）内の数値は SLから梁躯体天端までを示す。

壁　W15

* 印の寸法は意匠図による。

水平スリットは軸組図による。(間隔 25)

小梁位置は施工図により調整すること。

床段差位置は施工図により調整すること。

水勾配 50mm以上の場合は補強筋を計画する。

　　　増打ちを示す。

　　　スラブ短辺方向を示す。

　　　床躯体天端 SL±0　 梁躯体天端 SL±0

　　　床躯体天端 SL-195　梁躯体天端 SL-195

片持スラブ水勾配は詳細図による。

　印は鉛直スリットを示す。(間隔 25)

　１．

　２．

　３．

　４．

　５．

　６．

　７．

　８．

　９．

１０．

１１．

１２．

記事（特記無き限り）

記事（特記無き限り）

　印は手摺壁と柱・壁を接合しない。

屋外階段及びELVOH屋根躯体天端は意匠図による。　９．

片持スラブ水勾配は詳細図による。１１．

　　　床躯体天端 SL+550 　梁躯体天端 SL+550

　　　天端水勾配増し打ち

ELV屋根水勾配は詳細図による。１２．

また、両端曲げ降伏時の計算にはスラブ筋（10-D13）を考慮する。

原則として梁貫通孔の補強は認定工法による。

補強計算は両端曲げ降伏時のせん断力によるものとし、指定された長期せん断力を考慮すること。

貫通孔の表示は躯体の実径を示す。

（－＊＊＊）内の数値はSLからの下がり寸法を示す。

　２．

　３．

　４．

記事（特記無き限り）

貫通孔位置は意匠図および設備図を参照し、躯体図を作成の上で監督員の承諾を得ること。　１．

R階床梁伏図 貫通図

(見下実線図)

7階床梁伏図 貫通図

(見下実線図)

埼玉県都市整備部営繕課

7階床梁伏図、R階床梁伏図 貫通図

特記事項

課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

1/100 (A3=1/200)

製作年月日 工事名称
設  計

担  当 図面名称縮      尺

製  図
（A3版　50％縮小）

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

2024.06.04

KS1 KS1

KS1 KS1

KS1 KS1

KS1 KS1

KS3 KS3

KS3
KS3

KS3 KS3

KS3 KS3

小野寺榎　本 磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事



開　口
補強筋

備　考

2-D16
2-D16

□-D10@200
2-D10

2-D16
2-D16

□-D10@200
2-D10

2-D13

034
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ゴミ集積所構造図

1階床梁伏図 R階床梁伏図

A通り軸組図

B通り軸組図

1通り軸組図

2通り軸組図

　は壁心を示す。

記事（特記無き限り）

勾配は軸組図による。

　１．

　２．

　は壁心を示す。

記事（特記無き限り）

　　　基礎梁躯体天端 1SL-50

　１．

　２．

　３．

　４．

　５．　　　スラブ短辺方向を示す。

特記外　G3　３．

　４．　　　折板短辺方向を示す。

記事（特記無き限り）

　　　梁範囲を示す。　１．

＊印は意匠図による。　２．

記事（特記無き限り）

１．使用材料

　　コンクリート　設計基準強度　：Fc=24N/mm2

　　　　　　　　　スランプ　　　：15cm以下

　　　　　　　　　単位セメント量：270kg/m3以上

　　　　　　　　　単位水量　　　：185kg/m3以下

　　　　　　　　　水セメント比　：60%以下

　　　　　　　　　計画供用期間の級、劣化等級：指定無し

　　鉄筋　　　　　D16以下　　　　：SD295

　　鋼板　　　　　SS400

２．基礎形式　直接基礎　長期地耐力　50kN/m2（支持力確認）

　　ガセットプレート(G.PL)とベースプレート(B.PL)は両面隅肉溶接S=6とする。

３．地業　砕石150、捨てコンクリート50

５．鉄筋継手　重ね継手　継手長さL1

６．鉄筋定着　定着長さL2

４．かぶり厚は以下による

　　底版下端、基礎梁下端、柱型下端：70

　　底版上端、基礎梁上端、柱型上端：50

　　底版側面、基礎梁側面、柱型側面：50

　　軽量鉄骨　　　SSC400

壁
厚

1,500以下

135°フックで閉鎖形とする

７．壁長1,500mm以下の横筋はHOOP状に加工すること。

各部配筋図

FS1配筋図 釜場配筋図 CS1 軒先廻り詳細図 水上廻り詳細図S=1/30 S=1/30 S=1/30

壁リスト S=1/30 特記無き限り　巾止筋D10@1,000以内

W18符　号 W15

断　面

符　号 FG1
全断面

基礎梁・大梁リスト S=1/30

位　置
G1 G2 G3

全断面 全断面 全断面

鉄骨部材リスト

符　号 位　置 部　材 備　考符　号 厚　さ 位　置 短辺方向配筋 長辺方向配筋 備　考

特記無き限り　スラブ天端及び下端の増打ちは意匠図参照スラブリスト

埼玉県都市整備部営繕課

課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

1/50 (A3=1/100)

製作年月日 工事名称
設  計

担  当 図面名称縮      尺

製  図
（A3版　50％縮小） ゴミ集積所構造図

特記事項

■一級建築士事務所埼玉県知事登録（7）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第296660号   木　村　　泰　士

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

　　　底版躯体天端   1SL±0

斜め筋
横　筋
縦　筋

備　考
巾止筋
横　筋
縦　筋

2-D13
2-D13
2-D13
ダブル

2-D13
2-D13
2-D13

ダブルチドリ
D10@1,000
D10@200
D10@200

D10@1,000
D10@200
D13@200 上端筋

下端筋
あばら筋
腹　筋 2-D13

□-D13@200
3-D16
3-D16

FS1

CS1
   120

   300
上端筋
下端筋
上端筋
下端筋

160～

250～

D10@200
D10@200
D13@200
D13@150

D10@200
D10@200
D13@200
D13@200

SB2

SB1 2C-150x50x20x3.2

C-100x50x20x3.2

B.PL-12x200x200　G.PL-6  中ボルト2-M16
A.BOLT　SS400　M10　L=40d フック付 座金付き
ダブルナット締め

(横使い)
A.BOLT　SS400　M10@900　L=40d フック付 座金付き
ダブルナット締め

全断面

全断面

1SL±0

RSL(水上)±0

（　）内の数値は、設計GLから基礎梁躯体天端までを示す。

　　　内レベルは設計GLからのレベルを示す。

　　　RSL(水上) 　設計GL+2,600

設計GL

50
5
0

設計GL

1SL±0

８．設計GL-3,100まで地盤改良

2024.06.04

モチアミ、ダブル

モチアミ、ダブル

小野寺榎　本 磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事
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断　面

4
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0

図面番号

S -

倉庫構造図

1階床梁伏図 R階床梁伏図

A通り軸組図

B通り軸組図

1通り軸組図

2通り軸組図
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　は壁心を示す。

記事（特記無き限り）

勾配は軸組図による。

　１．

　２．

　は壁心を示す。

記事（特記無き限り）

　　　基礎梁躯体天端 1SL-50

　１．

　２．

　３．

　４．

　５．

記事（特記無き限り）

　　　梁範囲を示す。　１．

　　　スラブ短辺方向を示す。

特記外　G3　３．

　４．　　　スラブ短辺方向を示す。
＊印は意匠図による。　２．

記事（特記無き限り）

１．使用材料

　　コンクリート　設計基準強度　：Fc=24N/mm2

　　　　　　　　　スランプ　　　：15cm以下

　　　　　　　　　単位セメント量：270kg/m3以上

　　　　　　　　　単位水量　　　：185kg/m3以下

　　　　　　　　　水セメント比　：60%以下

　　　　　　　　　計画供用期間の級、劣化等級：指定無し

　　鉄筋　　　　　D16以下　　　　：SD295

各部配筋図
FS1配筋図 パラペット配筋図 S=1/30

符　号 FG1

全断面

壁リスト 基礎梁・大梁リストS=1/30 特記無き限り　巾止筋D10@1,000以内

W18符　号 W15

S=1/30

位　置
G1 G2 G3

全断面 全断面 全断面
符　号 厚　さ 位　置 短辺方向配筋 長辺方向配筋 備　考

特記無き限り　スラブ天端及び下端の増打ちは意匠図参照スラブリスト

21

FS1

D13@100

D13@200

D13@200

1SL

1SL+50

FS1上端筋は水勾配なりに配筋する。

FS1補強筋 D10@200
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D10@200ダブル
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0

50

2
50

35
0 L2

30
0

82
0

3,
3
70

290 290

地盤改良 4,380x8,480
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タテ筋
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■一級建築士事務所埼玉県知事登録（7）第１８４０号

■一級建築士大臣登録第296660号   木　村　　泰　士

構造協力事務所：一級建築士事務所 有限会社たつき設計　埼玉県知事登録(2) 第10821号

構造設計者　　：一級建築士（登録）第233094号　構造設計一級建築士（交付）第7366号　新田　繁

埼玉県都市整備部営繕課

倉庫構造図

課　長 副課長 主　幹 主　査 担　当

1/50 (A3=1/100)

製作年月日 工事名称
設  計

担  当 図面名称縮      尺

製  図
（A3版　50％縮小）

特記事項

開　口
補強筋

2-D13
備　考

縦　筋
横　筋
巾止筋
備　考

横　筋
斜め筋

縦　筋

D10@200
D10@200
D10@1,000
ダブル
2-D13
2-D13
2-D13

2-D13
2-D13

ダブルチドリ
D10@1,000

D10@200
D10@200

上端筋
下端筋
あばら筋
腹　筋

3-D16
□-D13@200

2-D13

3-D16 2-D16 2-D16
2-D16

□-D10@200
4-D106-D10

□-D10@200
2-D16

2-D13

S1

FS1
250～
   300

150

下端筋
上端筋
下端筋
上端筋

D13@200
D13@100

D10,D13@200
D10,D13@200

D13@200
D13@200
D10@200
D10@200

　　　底版躯体天端   1SL±0

（　）内の数値は、設計GLから基礎梁躯体天端までを示す。

　　　内レベルは設計GLからのレベルを示す。

　　　床躯体天端(水下) 　設計GL+3,600

設計GL

設計GL

設計GL

1SL±0

2024.06.04

モチアミ、ダブル

モチアミ、ダブル

２．基礎形式　直接基礎　長期地耐力　50kN/m2（支持力確認）

３．地業　砕石150、捨てコンクリート50

５．鉄筋継手　重ね継手　継手長さL1

６．鉄筋定着　定着長さL2

４．かぶり厚は以下による

　　底版下端、基礎梁下端、柱型下端：70

　　底版上端、基礎梁上端、柱型上端：50

　　底版側面、基礎梁側面、柱型側面：50

壁
厚

1,500以下

135°フックで閉鎖形とする

７．壁長1,500mm以下の横筋はHOOP状に加工すること。

８．設計GL-4,350まで地盤改良

400
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180

80
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0

180

180

小野寺榎　本 磐　城 大　橋 岡　田

０５県住入間霞川団地地盤改良工事


